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サファヴィー朝支配下の墾地マシュハド（守州）

【
要
約
】
　
一
五
〇
一
年
、
イ
ラ
ン
で
は
シ
ー
ア
派
信
仰
を
掲
げ
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
が
成
立
し
、
イ
ラ
ン
に
シ
ー
ア
派
化
の
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
シ
ー
ア
派
化
が
進
行
し
、
当
時
の
社
会
は
ど
の
よ
う
な
状
況
変
化
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
如
き
問
題
関
心
か
ら
、
シ
ー
ア
派
化
の
先
駆
け
と
も
な
る
シ
ー
ア
派
聖
地
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
の
聖
地
に
対
し
て
サ
フ

ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
の
行
っ
た
諸
政
策
、
及
び
都
市
の
有
力
者
層
の
変
化
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
シ
ー
ア
派
政
権
と
＝
一
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
ウ
ラ

マ
ー
を
中
心
と
し
た
有
力
者
層
が
連
携
し
て
都
市
の
シ
ー
ア
応
化
を
促
進
し
た
こ
と
が
閣
ら
か
と
な
る
と
同
時
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
シ
ー
ア
派
信
仰
の

特
徴
で
あ
る
量
感
行
為
が
、
イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
乳
化
に
際
し
問
題
と
な
り
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
お
い
て
は
ス
ン
ナ
派
政
権
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
に
よ
る
一
六
世

紀
宋
の
大
惨
事
の
主
因
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
O
巻
二
号
　
［
九
九
七
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
イ
ラ
ン
東
北
部
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
州
に
位
置
す
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
鎮
霧
げ
冨
α
は
、
第
八
代
イ
マ
ー
ム
、
ア
リ
ー
・
ア
ッ
リ
ダ
ー
（
ペ
ル
シ
ア

語
で
は
レ
ザ
ー
）
．
ヒ
志
げ
●
蜜
山
盛
巴
肉
厩
帥
（
八
一
八
年
没
）
の
殉
教
地
で
あ
る
。
こ
の
地
は
彼
の
墓
廟
（
以
下
、
レ
ザ
ー
廟
と
呼
ぶ
）
を
中
心
に
発

展
し
、
今
日
で
は
多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ
る
イ
ラ
ン
最
大
の
シ
ー
ア
派
聖
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
日
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
発
展
の
礎
は
、
一
般
に
、
シ
ー
ア
派
を
国
教
と
し
て
採
択
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
（
一
五
〇
一
－
一
七
二
二
）
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
革
篭
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
扱
っ
た
本
格
的
な
研
究
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
為
さ
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①

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
成
立
当
初
（
一
六
世
紀
）
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
研
究
史
上
の
問
題
、
特
に

イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
派
化
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
考
察
対
象
と
な
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

　
本
論
に
先
立
ち
、
一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
政
治
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
成
立
後
の
一
六
世
紀
初
頭
、
そ
れ
ま
で

ス
ン
ナ
派
政
権
の
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
支
配
下
に
あ
っ
た
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
ウ
ズ
ベ
ク
族
の
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
（
一
五
〇
〇
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

五
九
九
）
の
ホ
ラ
ー
サ
：
ン
を
巡
る
攻
防
に
巻
き
込
ま
れ
、
数
年
ご
と
に
両
政
権
の
支
配
を
交
互
に
経
験
し
た
。
　
一
五
三
二
年
に
ウ
ズ
ベ
ク
軍

が
撤
退
す
る
と
、
そ
の
後
半
世
紀
の
聞
、
こ
の
地
は
サ
ブ
一
，
ヴ
ィ
ー
朝
が
支
配
し
た
が
、
｝
五
八
八
年
に
は
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
君
主
．
諺
σ
α

と
団
げ
囲
げ
9
が
ヘ
ラ
ー
ト
征
服
後
に
侵
攻
し
、
翌
一
五
八
九
年
、
　
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
占
領
、
以
後
十
年
間
支
配
し
た
。

　
一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
政
治
状
況
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
一
六
世
紀
の
初
頭
と
一
六
世
紀
の
末
で
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
マ
シ
ュ

ハ
ド
占
領
時
の
対
応
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
＝
ハ
世
紀
初
頭
に
は
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
山
主
．
α
び
9
冠
と
団
財
囚
扇
昌
は
、
こ
の
聖
地

を
征
服
す
る
に
当
た
っ
て
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
軍
人
階
級
で
あ
っ
た
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
の
み
を
殺
害
し
、
聖
地
の
住
民
に
対
し
て
は
何
ら
危
害
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

加
え
る
こ
と
な
く
、
征
服
後
、
有
力
者
の
土
地
税
を
も
軽
減
し
た
。
さ
ら
に
、
d
び
ρ
愚
》
一
三
げ
塞
げ
9
や
先
の
門
主
で
あ
り
シ
ャ
イ
バ
ー
ン

朝
の
創
設
者
で
あ
る
ω
冨
楼
び
鋤
鼠
囚
げ
落
口
ら
が
、
シ
ー
ア
・
イ
マ
ー
ム
の
墓
廟
で
あ
る
レ
ザ
ー
廟
に
参
詣
し
て
い
た
と
い
う
事
実
も
指
摘
さ

　
　
　
⑧

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
六
世
紀
末
の
侵
攻
時
に
は
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
二
足
の
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
住
民
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
フ
ァ
ト

ワ
ー
を
送
付
し
た
。

　
　
　
醜
悪
な
る
シ
ー
ア
の
集
団
が
行
い
述
べ
て
い
る
こ
と
は
風
聞
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
信
仰
の
民
の
範
疇
か
ら
外
れ
て
し
ま
つ

　
　
　
て
い
る
。
…
…
不
信
心
者
た
ち
を
殺
害
し
、
彼
ら
の
財
産
を
略
奪
し
、
庭
園
や
耕
地
や
家
屋
を
焼
き
つ
く
し
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
［
．
》
げ
薮
ρ
H
”
H
Φ
一
］

ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
こ
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
基
づ
い
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
侵
攻
し
、
ま
ず
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
軍
と
戦
っ
た
。
そ
し
て
レ
ザ
ー
廟
に
逃
げ
込
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サファヴィー瑚支配下の聖地マシュハド（守川）

　　　　　　　　　　　　　　年衷一16世紀のマシュハド

マシュハド関連の出来事 マシュハドのハーキム

1500国M・脚m・dM・奪・i・Mi・z言

1508Shayb百ni　Kh百nによる征服 1508回Sayy…d　H巨d1　Khw苺a

1509Shayb加i　Kh百n，レザー廟参詣

15101sm5‘i1，ホラーサーン遠征の途上で征服，レザー廟参詣 1510團A睡mad　Beg　Ust義jl琶

1512　Aりmad　Beg，対シャイバーン朝遠征に参加 1512　不在

1513‘Ubayd　All査h　Kh蚕nの侵攻，住民は進んで服従

@　｝sm5しnlホラーサーン遠征にて奪団

15’3 ､憎憎惣，
1524　1sm蚕‘11死去，　Tahm琶sp即位： 1522［勇B嚢網nSu！t5皿Takka1辰

1525BUr巨n　Su距n，宮廷に赴き，翌年ii曳死　　　　　　　．

1525　　（息子に委ねる）

1526‘Ubayd　All吾h． jhanの侵攻，数二月の二二の末征服 1526匡］Chaghat蚕y　Bah琶dur

1528τahm5spの第1次ホラーサーン遠征によりウズベク軍
@　撤退，Tahm…蛤p，レザー廟参詣

1528匿］Aghziw激S叫an　Sh吾m1ほ

1529　‘Ubayd　Al励Kh三二｛再度征服，数百人のキジルバー

@　　シュを殺害，‘Ubayd　A肱h，レザー廟参詣
1529回？

1530Tahm奇spの第2次遠征によりウズベク軍撤退　　　　　　　9

@　Tahm藏sp，レザー廟参詣

1530　［至］Mantash……Sult蚕n　Ust巨jl且

！531，ウズベク族のアミールたちの侵攻

@　　Mantas嫡Sull百n，撃退後宮廷に召喚される
1531囹？

1532‘Abd　al一‘Aziz　Kh百n　Uzbekが数千騎のウズベク軍と

@　駐留，TaPm吾spの第3次遠征を聞き，撤退

1532 ､翻認11細、両1巨

1534　Ta㎞asp，レザー廟のドームを改修 1534團§晦…㎞漁alif・RUmla

1535　‘Ubayd　Ali邑h　Kh511の侵攻，　S茄y翫Khali農1の妻子が

@　　防衛

1535　　（息子に委ねる）

1536‘ubayd　A11百h　Kh翫は征服を企図するも，Tahln百spの

@　　進軍（第4次遠征）を知り撤退

1537τahm議sp，遠征の帰路，レザー廟にて誓願 1537　　　　Ya‘qUb　Su至t翫　Us監勾1亘

1540　‘Ubayd　AU百11　Kh5n死去

1544　ムガル朝のHum百yUn，レザー廟参詣 ？　　　Sh吾h　Qu星i　Su韮lan　Us四型jl巨且）

1545　Dln　Muban脚ad　Kh百n　Uzbekの侵攻，数十日で撤退

1549　Bahr百m　Mirzaの遺体をレザー一二に埋葬

@　　P頗Khiin　Klh5numら，宮中の女性がレザー廟参詣 1551　　‘AE　Sullan　Dh駈a1・Qadr

1555　アマシヤの和議 1555　　Hasan　Sult盃n　RUml江　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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1557　Su瞬n　MuPammaくl　Mfrz5，レザー廟参詣

@　ホラズムのスルタンら，レザー廟参詣

1556　　Su1臨Ibriihim　M1rz5　　　　　9

@　　＜Ahmad　Suh蚕n　Afsh蚕1＞　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1558S釦n　Mirz5，レザー廟参詣

1562　S…im、Mir須，マシュハ，ド統治を要望

@　　Su照n　l；lus註yn　M1rz5，レザー廟参詣 1563　　P三rGhayb　Sull翫Ustaj1巨

1564P1r　Muりammad　Khan　Uzbekが侵攻するも帰還
@　　近郊に侵攻したCAII　Su【1百n　Uzbekを撃う墜　　　　　　　　　　　　　9 1566　　　　Sult…玉n　Ibr勘im　M匠rz5　　　　　，

1567　‘Abd　Ai1翫Khiin　Uzbekのホラーサーン侵攻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「 1567　Sh蚕h　Wali　Sult5n　DhU　　　　　　　　　　，

1571マシュハドの王子ら，宮廷に召喚される
al・Qadr

1574　Wali　Khali£a　Shiiml瓶
！576T油m義・か死去II・m5・IH則1位　　　　　　　　　　　　　　　り　　’Tallm5spの遺体をレザー廟に埋葬

1576　　MurtaφQuli　Kh翫1）um融

@　　Tur㎞蚕n
】5771smま‘珊1死去，．Sull巨n　Mロha置ηmad　1！ll位・　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　5

15781sm巨‘1I　IIに殺害された王子らの遺体をレザー廟に埋葬

@　Jala！Kh百n砺bekの侵攻，　Murla噸Qu11が撃退

1580　‘Ali　Qu11　Khan　S11琶mlu，　Murshid　Quli　SulゆUs【巨jl瓶

@　　らの侵攻，数カ月間の油壷の後撤退

1581‘AH　Qul…K頃nらの侵攻，マシュハド荒廃

1583Su垣n　M晦ammadと1：夏amza　Mrr痴，レザー廟参詣
@　　Murshid　QuH　Kh百nが統治1緕iをSah11盃n　Kh…inから奪

@　　取，‘Abb盃sの名でフトバを詠み，シッカを発行

夏583　　　Sahn蚕n　Kh互n

@　　＜S励Q蔽Sulゆ
@　　Ust菖jlU＞2）

@　　Murshid　Qull　Kh百n　Us両1α
1585　‘Abbas　Mirz計を達れた‘A盲Qロli　Kh融が侵攻，

@　　Murshid　QuHは応戦中に三1三子を獲得し、．即位させる

1587　Murshid　Qu瞳1くh融，‘Abb西sを連れてカズヴィーンに

@　　進軍，‘Abb5s，カズヴィーンにて即位
1587　1brahim　Khan．Ust爵1江

1588　‘Abd　All査h　K順n　Uzbckの侵攻，2カ月醐の包囲の後

@　　撤退；ホラーサーンー帯食粘i難

@　‘Abb琶sはマジュハドに入城するが退却

1588　Ummat　Kh百n　Ust萄1亘

1589‘Abd　al－Mu’min　Kh議n　Uzbekの侵攻．数カ月間の包囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

@　　の後に占領，以後10年問シャイバーン朝支配
1589回Kh・d5yN雛B1

1596Tahl酒spの遺体をレザー廟から移す ？凹AbU・1－M蜘・m・d　Bi

i598　‘Abd　A肱h　Kh勘と‘Abd　a【一Mu’min　K嫡n死去

@　　‘Abb5s，マシュハド入城，レザー廟に参詣
1598團B蜘Kh勘Ch脚

窯要史料として挙げた諸史料に依拠し作成。

　・匿］．団サファヴィU・朝　圖＝ウズベク族（シャイバーン朝）　［il　＝ティムール朝

　・〈〉内は師傅（1ala）職｛こ就任していた者であり、実質上の統治者。

　1）951／1544年のIlumfiyUn来訪時のマシ；1．ハド統治者。　Ar》alのみ、　Ighllt　Beg　Ustajltt

　と記すレ漏壷If：123　al。

　2）Shall　Quli－Sul15nは、　Sahii　im　KhVmの1冨lii偉職にはあったが、ジャームの統治権を与

　えられており、マシ：・．ハド統治には介入しなかった。
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サファヴィー朝支配下の聖地マシュハド（守川）

ん
だ
キ
ジ
ル
パ
ー
シ
ェ
軍
を
追
撃
す
る
と
同
時
に
、
同
じ
く
廟
内
に
避
難
し
て
い
た
サ
イ
イ
ド
や
ウ
ラ
マ
ー
な
ど
の
住
民
を
含
む
数
千
人
を
殺

害
し
た
。
そ
の
後
、
三
ヨ
間
の
略
奪
期
間
を
設
定
し
、
レ
ザ
ー
廟
の
財
産
を
略
奪
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
六
世
紀
末
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
お
け
る
征
服
時
の
対
応
は
、
一
六
世
紀
初
頭
の
対
応
、
す
な
わ
ち
キ
ジ
ル
パ

ー
シ
ュ
軍
の
み
を
攻
撃
対
象
と
し
、
サ
イ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
マ
シ
晶
ハ
ド
の
有
力
者
を
尊
重
す
る
と
共
に
、
レ
ザ
L
廟
に
も
参
詣
す
る
と
い

う
穏
当
な
対
応
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
に
よ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
お
け
る
征
服
時
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
た
の
は
何
故
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
得
る
た

め
に
は
、
半
世
紀
に
亙
っ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
支
配
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
一
朝
政
権
に
よ
る
宗
教
政
策
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
マ
シ
ュ
ハ
ド

の
諸
状
況
の
変
化
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
に
よ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
支
配
の
実
態
を
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
が
行
っ
た
軍
事
的
・
経
済
的

庇
護
政
策
、
及
び
そ
の
他
の
諸
政
策
の
点
か
ら
考
察
す
る
。
次
い
で
一
六
世
紀
に
新
た
に
移
住
し
て
く
る
ウ
ラ
マ
ー
層
に
よ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
の

都
市
社
会
の
変
化
に
視
点
を
移
し
、
彼
ら
に
よ
り
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
シ
ー
ア
派
化
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
当

時
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
言
及
し
つ
つ
、
シ
ー
ア
派
化
の
進
ん
だ

マ
シ
ュ
ハ
ド
へ
の
．
》
び
α
と
類
げ
宍
冨
口
率
い
る
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
侵
攻
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
本
稿
に
よ
っ
て
、
現
代
に
繋
が
る
イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
派
化
に
お
い
て
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
二
字
が
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
意
義
の
一
端
を
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

①
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
歴
史
・
地
理
及
び
レ
ザ
⊥
潮
の
各
建
築
物
な
ど
の
紹
介
と
し
て
、

〉
●
窯
鐸
、
冨
昌
ぎ
隔
涛
§
り
§
｝
ミ
縫
勘
↓
勘
慢
画
ぎ
電
騒
寄
き
勤
豊
b
ミ
ぴ
ミ
丸
§
N
母
霜
㍗

§
ミ
絢
こ
ミ
§
慧
、
寓
p
魯
ロ
銭
”
お
A
。
。
〔
以
下
蜜
澤
、
3
日
貯
H
謹
。
。
と
略
記
〕
…
》
．

　
、
φ
骨
9
8
周
昼
同
嚇
肩
ミ
刷
ぎ
㌫
箆
恥
ミ
9
ヤ
一
食
ミ
㍗
帖
勘
蔵
a
さ
刷
勉
b
⊃
く
9
の
・
日
①
げ
毒
許
お
謡
…

　
．
．
蜜
①
昌
ぴ
a
、
．
隔
吋
§
憶
、
§
§
ミ
＆
ミ
翻
、
§
遷
一
ω
r
巴
．
…
．
．
囲
ω
汁
9
1
亭
o
ρ
o
留
る

菊
p
㌶
＆
、
．
℃
塑
榊
遷
ミ
魯
鳶
賊
ミ
⇒
§
艦
ミ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
概
説

の
域
を
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
期
に
は
、
レ
ザ
ー
廟
の
諸
施
設
の

建
設
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
・
Ω
。
一
。
旨
σ
実
㊤
邑
U
・

≦
雛
9
び
§
馬
凝
§
ミ
ミ
絶
唱
偽
ミ
萄
§
ミ
偽
ミ
等
ミ
肘
§
ミ
撃
ミ
ミ
び
℃
二
琴
①
8
静

お
Q
Q
◎
◎
℃
ω
b
の
Q
o
ゐ
ω
①
が
参
考
に
な
る
。
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②
．
当
時
の
抗
争
に
つ
い
て
は
、
ソ
持
じ
ご
・
9
鼻
ω
o
P
紹
§
．
噂
蹟
詠
ミ
鳳
魯
§
駄
～
ぎ

　
q
答
鴨
》
恥
（
§
恥
b
農
ミ
誉
鳩
さ
軸
ミ
鳳
恥
§
胴
．
讐
焼
暮
．
q
り
額
鴇
乱
さ
誉
ミ
◎
W
O
i
℃
へ
駄
＼
N
団
N
艦
．

　
1
賦
へ
O
）
、
摩
ぎ
o
o
8
”
q
蝕
く
。
邑
4
勺
F
U
．
∪
一
ω
器
再
ρ
江
0
7
一
〇
q
O
。
〔
以
下

　
U
ざ
訂
8
お
α
。
。
と
略
記
〕
が
詳
し
い
。
タ
フ
マ
ー
ス
ブ
期
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
巡

　
る
抗
争
は
前
後
の
経
緯
も
含
め
て
、
同
書
の
八
五
－
一
〇
五
、
一
四
ニ
ー
一
六
五

　
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③
蜜
鐸
．
欝
ヨ
ぎ
漏
躰
。
。
、
認
O
・
一
方
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
住
艮
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
、

　
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
双
方
に
帰
順
を
示
し
て
お
り
、
当
時
、
彼
ら
に
と
っ
て
重
要
で

．
あ
っ
た
の
は
、
支
配
者
の
信
奉
す
る
宗
派
の
相
違
で
は
な
く
、
そ
の
所
有
す
る
軍

　
購
力
で
あ
っ
た
。
．
こ
の
よ
う
な
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
の
有
力
者
た
ち
の
動
向
は
、
同
蒔

　
期
の
ヘ
ラ
ー
ト
で
の
動
向
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
、
サ
フ
ァ
ヴ

　
ィ
ー
蟹
玉
政
権
の
支
配
を
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
た
当
時
の
ヘ
ラ
ー
ト
の

　
状
況
に
つ
い
て
は
、
久
保
一
之
「
十
六
世
紀
初
頭
の
ヘ
ラ
ー
ト
i
一
一
日
号
新
興

　
王
朝
の
支
配
1
」
『
史
林
』
七
一
一
一
（
一
九
八
八
）
〔
以
下
、
久
保
一
九
八
八

　
と
略
記
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
ω
冨
嘱
σ
倒
高
島
7
9
の
レ
．
ザ
ー
廟
参
詣
に
つ
い
て
は
、
男
麟
癌
と
団
『
σ
・
菊
7

　
N
σ
跨
斜
P
』
ヘ
ミ
ミ
轡
㍗
起
動
ミ
笥
述
軌
切
回
ミ
｝
勘
鳩
紳
。
α
．
冨
・
Q
り
け
口
匹
ρ
8
①
ぴ
冨
P
一
ω
幽
討

　
ω
G
。
O
I
ω
豊
に
そ
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
蛮
餌
p
『
旨
睾
の
論

　
考
も
参
考
に
な
る
［
q
．
国
騨
胃
ヨ
四
P
賎
、
し
Q
欝
簿
β
昌
匹
菊
O
賦
σ
q
h
O
鵠
貯
月
潟
曽
葛
－

　
o
鼠
講
コ
8
昌
　
随
ヨ
　
跨
O
げ
①
ロ
一
9
｝
㊤
ぴ
「
げ
直
写
α
o
『
代
．
、
N
職
浮
鞭
噛
ミ
　
“
馬
鴨
b
題
段
碁
潮
馬
§

　
』
§
嚇
．
恥
ミ
丸
心
N
駄
跨
壽
ミ
い
O
塁
ミ
N
鷲
凄
ミ
一
b
二
蒔
l
b
Ω
（
一
〇
『
戯
）
Q
◎
A
Φ
］
。

　
　
、
d
び
㊤
望
α
〉
一
嶺
げ
囚
団
コ
　
の
レ
ザ
ー
廟
参
詣
に
つ
い
て
は
、
U
8
冨
。
昌
H
り
α
Q
。
悌

　
置
刈
I
H
蒔
G
◎
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
本
稿
で
は
、
（
）
は
語
の
説
明
に
、
［
］
は
筆
者
に
よ
る
語
の
補
い
に
用
い

　
る
。
．
ま
た
、
史
料
中
で
イ
マ
ー
ム
の
後
に
記
さ
れ
る
聲
豊
野
は
、
．
必
要
と
思
わ
れ

　
る
場
合
以
外
は
省
略
し
た
。
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主
要
史
料
と
そ
の
略
号

》
．
則
昌
…
．
、
〉
、
一
p
－
一
の
げ
四
7
朔
四
『
ヨ
卿
ω
げ
萌
ρ
h
帥
’
鼠
α
p
円
ρ
四
昌
6
1
昌
－
一
ω
p
p
＃
㊤
瓢
三
鷹
．
℃
切
縞
境
－

　
臓
合
鴇
｝
鋤
－
随
画
『
鋤
嵩
瀞
潮
刷
蝸
■
一
（
同
ら
◎
α
H
）

．
〉
σ
σ
餅
。
り
…
晦
》
絢
｝
、
箆
守
守
鋤
恥
－
§
§
匙
、
騎
－
鴇
噛
騎
鴇
で
・
絢
＆
さ
斜
ミ
嵩
ミ
ミ
帖
ぴ
ミ
ミ
乱
馬
翫
為
神
ミ

　
斎
ミ
｝
罵
勘
壽
ぴ
西
台
隣
織
繕
駐
ミ
》
鋤
－
丸
焼
馬
§
ミ
評
①
阜
．
〉
σ
口
唇
7
に
β
も
o
p
嘱
昌
Z
p
≦
9
ー
メ
b
o

　
＜
o
冨
驚
一
出
ω
勺
”
答
。
陰
。
（
↓
Φ
び
「
ρ
ご
一
ω
窃
b
σ
）

ミ
臼
、
”
司
餌
Ω
嵩
国
7
口
N
似
昌
」
ミ
騒
、
斜
N
－
客
員
§
9
1
二
神
画

　
慧
象
、
H
”
ヨ
ω
●
い
一
σ
『
ρ
「
鴫
。
剛
　
国
酵
。
昌
O
o
嵩
①
σ
q
o
　
Z
o
●
一
『
N
ミ
犠
N
H
H
”
ヨ
ω
■

　
b
ご
『
津
雷
7
い
一
σ
噌
ρ
弓
嘱
O
『
．
画
①
『
Q
Q

議
昏
q
袋
壽
脾
戟
餌
o
o
p
昌
b
σ
o
σ
q
即
口
口
二
㎝
噸
眺
粋
防
轟
§
亀
㍗
『
霜
§
噛
癖
神
画
o
O
。
、
〉
σ
α
ゆ
7
に
β
ω
即
《
簿

　
累
ρ
ぞ
騨
、
剛
（
目
。
ケ
目
p
ロ
一
ω
m
日
）

．
〉
冒
男
麟
、
同
ω
”
6
∩
p
望
嘱
一
〇
剛
、
〉
胃
菊
胆
、
同
ω
唱
ミ
腰
．
ミ
畠
㍗
§
9
禺
勘
国
画
①
α
●
＞
7
ヨ
①
山
｝
⑦
く
O
①
け

　
（
目
埠
p
昌
σ
煽
一
一
ω
一
ω
＼
一
◎
◎
⑩
U
）

㌔
臓
、
翫
翁
§
恥
”
、
〉
一
四
騨
一
－
冨
ロ
一
芹
　
o
α
7
9
ω
げ
け
騨
昌
℃
　
霊
飛
載
画
さ
防
　
駄
畠
曳
　
円
勘
憶
刷
む
弾
一
画
　
恥
為
鵠
防
鈍
甲
窺
鳩

　
零
自
切
袋
噛
詠
｝
画
騎
斡
さ
恥
｝
勘
ミ
臓
嵐
勘
Q
3
①
9
鼠
囲
『
匂
四
団
一
p
7
U
剛
”
缶
ロ
ω
ρ
望
嵩
同
d
7

　
旨
p
’
く
同
（
己
［
0
7
噌
帥
昌
　
一
Q
◎
α
N
）

穿
言
昏
…
H
〈
7
’
〈
節
”
〇
四
旨
同
ぴ
N
勘
高
む
》
嵐
嘗
言
守
黛
へ
－
自
今
発
二
三
、
画
工
昏
ぴ
鋤
目
論
鋤
純
縞
N
－

　
切
犠
砺
暗
語
3
①
α
．
一
餌
団
一
p
7
U
一
昌
誕
唱
ヨ
四
．
剖
く
。
ド
野
（
］
り
O
げ
『
斜
辺
　
一
ω
α
ω
）

剛
〈
騨
。
ヨ
℃
3
誉
国
コ
α
q
巴
σ
⑦
詳
国
p
o
ヨ
旭
h
o
さ
匿
ミ
奪
糺
塁
㌧
ミ
鴇
防
き
馬
壽
O
、
起
隷
q
要
員

　
N
q
恥
へ
l
N
q
恥
ひ
0
9
缶
●
国
『
α
日
ρ
昌
昌
（
6
茸
σ
一
瓢
σ
q
o
謬
一
㊤
圃
刈
）
　
　
　
　
　
．

§
勘
喝
き
縞
“
≦
弾
嵩
ρ
口
冒
o
Q
7
四
ヨ
一
ρ
O
傍
食
物
黛
㍗
峯
和
Q
鋤
隷
刷
、
⑦
ユ
．
ω
餌
望
望
一
α
江
㊤
ω
p
鵠

　
o
o
倒
匹
倒
け
Z
似
曾
ユ
、
＜
O
炉
一
．
（
］
り
Φ
7
『
ρ
昌
　
ド
ω
刈
H
）

§
農
、
勘
吻
黛
驚
ρ
倒
O
矧
〉
ザ
筥
ρ
α
固
一
－
ρ
β
ヨ
営
剖
§
匿
㍉
幽
動
心
肺
窺
㍗
R
窺
さ
勘
臓
刷
目
画
①
鄭
幽
H
帯
ω
劉
昌

　
H
ω
げ
H
倒
ρ
圃
㌧
N
＜
o
冨
噸
（
8
0
げ
巴
ゆ
コ
一
ω
q
ρ
一
Q
Q
①
ω
）

さ
貰
獅
、
”
竃
β
骨
P
8
ヨ
ロ
o
O
仁
P
m
四
謬
穴
げ
倒
鵠
竃
9
「
倒
σ
q
ゴ
が
』
§
、
、
自
、
亀
㍗
騎
為
籍
ミ
ρ
＜
O
　
卜
Ω
．

　
（
日
，
Φ
7
村
脚
ロ
　
一
ω
O
一
）



諸
。
旨
σ
は
”
置
h
o
｝
戸
巴
Φ
窓
。
ヨ
耳
傷
、
ミ
駐
惹
い
き
艦
ミ
ト
ミ
銭
費
§
ξ
ミ
凄
お
ミ

　
（
N
団
㎏
矯
一
両
軍
へ
N
）
「
＃
塁
ω
■
鋭
出
●
蜜
。
詳
8
（
い
。
琶
8
お
り
。
．
）

寒
“
、
§
帖
ミ
註
累
母
≧
白
目
ω
『
口
。
。
げ
耳
垂
同
”
ミ
ミ
騎
笥
㍗
藁
嬉
．
秘
ミ
ミ
き
巴
●
掴
a
旨

　
φ
3
覧
α
》
’
7
ヨ
器
㌧
一
〈
o
洲
ぎ
b
。
℃
p
詳
G
。
■
（
8
0
げ
「
即
ロ
　
一
ω
刈
q
）

き
ミ
漸
ミ
ミ
”
鼠
p
’
7
ヨ
民
〉
諭
ω
｝
回
耳
㌣
覧
客
轟
雪
N
二
月
地
軸
§
ミ
ミ
ー
ミ
ミ
、
、
画
b
隷
簿
瞳

　
ミ
鼠
瀞
ミ
ミ
噌
9
「
暮
ω
雪
H
ω
げ
鼠
色
（
d
［
O
ぴ
『
四
瓢
　
H
ω
窃
O
）

O
q
”
蜜
ぢ
N
似
窯
蛋
冨
白
ヨ
巴
目
昌
q
一
3
σ
§
押
§
向
ゑ
騎
㍗
．
S
§
轟
．
㌧
a
．
》
3
－
風

　
慨
似
ご
ω
p
嘱
覧
O
鼠
呂
諺
＆
開
搾
似
σ
o
蟹
（
］
っ
⑦
げ
「
9
コ
　
コ
●
儒
●
）

笥
㍉
…
寓
昌
四
望
旨
巴
じ
σ
9
マ
囚
7
≦
創
ロ
昌
妻
訪
魯
さ
犠
ミ
ミ
ー
冒
§
ミ
馬
＼
刷
嵐
昏
ミ
ミ
犠
㍗

　
．
S
ミ
鼠
、
さ
斜
．
、
ら
ミ
ミ
℃
①
曾
．
護
．
B
開
p
昌
h
一
碧
色
〉
．
囲
ω
旨
倒
、
H
＝
覧
斜
Q
。
ぎ
ジ

　
（
一
門
O
げ
『
9
昌
l
O
β
同
5
　
一
ω
㊤
O
I
り
鱒
）

的
ミ
翁
蕊
…
留
唄
覧
α
畑
霧
p
冤
昌
〉
。
・
＄
函
σ
巴
製
日
新
蔦
ぎ
丸
切
ミ
醤
蕊
§
望
亀
ぎ

　
向
ミ
，
画
ミ
q
ミ
凄
噸
ミ
漕
＆
’
嘗
ω
謬
H
ω
ぼ
9
囲
（
↓
①
げ
「
餌
口
　
｝
ω
①
心
）

↓
嵐
嵐
嵐
”
冨
冨
a
母
b
ご
。
σ
q
鼠
睾
ω
7
が
臼
勘
嵐
ぎ
乱
、
箆
、
ミ
弔
ミ
㍗
ミ
、
鼠
導
駐
劃
a
．

　
ご
a
＞
h
ω
H
蚤
さ
聞
く
。
す
（
日
」
①
ぴ
憎
餌
コ
　
一
G
Q
q
O
）

月
薮
§
四
。
・
汀
摯
§
誉
ミ
鼠
魯
向
ミ
冨
慧
－
§
§
勘
、
寧
い
臓
禽
嵩
ミ
き
騎
9
き
隷
駄
尊
㍗

　
萄
こ
ミ
喰
簿
ミ
》
§
ミ
§
客
僧
幾
塾
図
ミ
ミ
込
州
鳳
ミ
曜
§
”
巴
．
、
＞
9
巴
－
価
葛
畠
”

　
賭
拶
≦
倒
．
図
（
円
9
欝
昌
昌
。
。
O
O
）

§
ぎ
ミ
ミ
…
、
＞
9
圃
b
ご
㊦
σ
q
の
訂
鼠
N
圃
、
穿
ぎ
い
ミ
ミ
ミ
厳
寒
脅
嚇
、
”
巴
．
．
》
9
鉱
－
¢
島
曙
爵

　
劉
ρ
ぞ
倒
、
H
（
∩
弓
O
『
『
P
μ
　
一
ω
①
O
）

1

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
と
マ
シ
ュ
ハ
ド

サファヴィー朝支配下の聖地マシュハド（守川）

　
シ
ー
ア
派
を
標
榜
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
に
と
り
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
ず
こ
の
点
を
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
！
朝
が
こ
の
聖
地
に
対
し
て
行
っ
た
具
体
的
な
政
策
を
見
な
が
ら
考
察
し
よ
う
。

　
マ
シ
ュ
ハ
ド
が
サ
ブ
一
，
ヴ
ィ
ー
朝
支
配
下
に
あ
っ
た
一
五
三
二
年
か
ら
一
五
八
九
年
ま
で
の
五
〇
年
間
は
、
ほ
ぼ
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
第
二
代

君
主
シ
ャ
レ
・
タ
フ
マ
ー
ス
プ
ω
跨
げ
月
ρ
げ
醤
9
1
の
℃
（
在
位
一
五
工
四
一
一
五
七
六
）
の
治
世
と
重
な
る
。
そ
れ
故
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
側
の
マ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

エ
．
ハ
ド
に
．
対
す
る
政
策
と
し
て
、
主
に
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
採
っ
た
政
策
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ω
　
レ
ザ
ー
廟
を
中
心
と
し
た
対
マ
シ
ュ
ハ
ド
庇
護
政
策

　
軍
事
面
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
出
撃
支
配
下
の
他
都
市
と
同
様
に
、
部
族
単
位
で
そ
の
地
に
居
住
す
る
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
部
族

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
部
族
長
で
あ
る
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
・
ア
ミ
ー
ル
が
ハ
ー
キ
ム
（
地
方
長
宮
）
と
し
て
、
一
族
を
率
い
て
こ
の
都
市
の
防
衛

　
　
　
　
　
　
②

に
携
わ
っ
て
い
た
（
年
表
参
照
）
。
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
に
位
置
す
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
は
、
東
方
か
ら
ウ
ズ
ベ
ク
軍
が
度
々
侵
攻
し
た
が
、
ウ
ズ
ベ
ク
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軍
と
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
軍
と
の
攻
防
を
年
表
を
参
考
に
見
て
い
く
と
、
一
五
二
六
年
や
一
五
二
九
年
に
は
、
．
q
び
ゆ
団
α
と
団
げ
囚
上
口
の
侵
攻

に
対
し
て
駐
屯
し
て
い
た
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
部
族
が
抗
し
き
れ
ず
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
占
領
を
招
い
て
い
た
の
が
、
一
五
三
一
年
に

は
、
当
時
の
一
雨
キ
ム
が
近
郊
の
ア
ミ
ー
ル
と
協
力
し
て
ウ
ズ
ベ
ク
軍
を
撃
退
し
、
ま
た
一
五
三
五
年
に
は
、
．
d
σ
㊤
旨
》
一
団
げ
閑
げ
習
自
身

の
侵
攻
に
対
し
て
、
不
在
で
あ
っ
た
一
丁
キ
ム
に
代
わ
っ
て
妻
子
が
籠
城
の
指
揮
を
と
っ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
守
り
抜
い
た
。
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ

軍
が
ウ
ズ
ベ
ク
軍
を
撃
退
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
五
三
〇
年
代
以
降
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
防
衛
力
も
安
定
し
、
有
能
な
支
配
者
で
あ
る
、
d
ぎ
唄
α

と
一
9
，
げ
図
げ
9
を
失
い
急
速
に
弱
体
化
し
た
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
勢
力
に
よ
る
被
害
は
最
小
限
に
く
い
止
め
ら
れ
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
が
マ
シ

ュ
ハ
ド
支
配
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
の
軍
事
力
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
外
敵
か
ら
都
市
を
防
衛
す
る
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ェ
部
族
と
は
別
に
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

心
臓
部
で
あ
る
レ
ザ
ー
廟
に
コ
ル
チ
が
配
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
聖
廟
に
配
備
さ
れ
る
コ
ル
チ
の
存
在
は
、
イ
・
ラ
ソ
国
内
の
他
の
聖
廟
で
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
、
タ
フ
マ
ー
ス

プ
の
甥
の
ω
巳
臓
⇔
H
げ
鼠
ぽ
B
鼠
騨
昌
が
ハ
ー
キ
ム
に
任
命
さ
れ
た
時
（
一
五
五
六
年
）
に
初
め
て
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
王
子
は
、
五
〇
〇
人

の
各
部
族
の
ア
ミ
：
ル
の
息
子
た
ち
と
テ
ヘ
ラ
ン
の
コ
ル
チ
を
従
え
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
赴
任
し
た
と
い
う
が
［
宍
ぎ
ミ
魯
卦
鰹
O
］
、
こ
の
事
実
を

裏
付
け
る
よ
う
に
、
王
子
の
統
治
期
間
中
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
訪
れ
た
ω
9
楼
覧
禽
、
掛
一
同
甥
費
、
騨
は
、
二
〇
〇
人
の
鎖
帷
子
を
つ
け
た
コ
ル
チ
が

自
分
を
逮
捕
し
に
や
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
［
、
と
山
口
ρ
、
昼
ミ
も
。
。
］
。
さ
ら
に
、
一
五
七
八
年
に
は
、
『
巴
巴
囚
げ
ぎ
d
昌
①
吋
の
侵
攻
に
対
し

て
、
　
ハ
ー
キ
ム
の
蜜
二
士
α
帥
ρ
¢
嵩
開
げ
9
は
自
軍
の
キ
ジ
ル
パ
：
シ
ュ
部
族
と
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
コ
ル
チ
、
あ
わ
せ
て
一
五
〇
〇
人
ほ
ど
で

迎
え
討
っ
た
と
い
う
［
映
ぎ
執
禽
鼻
宅
ω
］
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
　
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
、
武
器
を
携
帯
し
、
時
に
は
外
敵
の
侵
攻
に
対
し
て
キ
ジ

ル
バ
ー
シ
ェ
軍
と
共
に
応
戦
す
る
数
百
人
規
模
の
コ
ル
チ
が
、
主
と
し
て
レ
ザ
ー
廟
及
び
町
中
の
治
安
維
持
に
携
わ
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
経
済
面
を
見
て
い
く
と
、
コ
ル
チ
に
見
ら
れ
る
軍
事
面
で
の
特
別
な
保
護
の
み
な
ら
ず
、
経
済
面
で
も
レ
ザ
ー
廟
は
格
別
な
援
助
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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サファヴィー朝支配下の聖地マシ＝ハド（守川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
吝
箇
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
聖
地
に
は
惜
し
み
な
く
私
財
を
費
や
し
た
。
彼
は
、
ま
ず
、
一
五
二
八
年
の
ジ
ャ

ー
ム
で
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
と
の
戦
い
で
勝
利
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、
「
レ
ザ
ー
廟
の
ド
ー
ム
の
屋
根
を
黄
金
に
す
る
」
と
い
う
誓
願
（
昌
ρ
N
ヨ
）

を
行
っ
た
［
き
ミ
§
鼻
置
］
。
そ
し
て
こ
の
誓
願
の
実
行
に
あ
た
り
、
王
室
の
財
宝
庫
か
ら
純
金
と
金
貨
を
捻
出
し
暮
暮
§
§
き
誤
］
、
ド
1
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
六
三
マ
ソ
（
冷
寒
口
）
、
ま
た
ミ
ナ
レ
ヅ
ト
に
一
七
マ
ン
．
の
金
を
費
や
し
て
［
寒
お
§
鼻
扇
］
、
墓
廟
の
ド
ー
ム
と
ミ
ナ
レ
ヅ
ト
に
黄
金
を
箔
し

⑥
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
さ
ら
に
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
、
レ
ザ
ー
廟
の
諸
経
費
の
た
め
に
、
奉
納
や
ワ
ク
フ
（
寄
進
）
の
形
で
資
金
を
提
供
し
た
が
、
中
で
も
レ
ザ
ー
廟

の
毎
日
の
飲
食
費
に
つ
い
て
、
宅
き
爲
き
ミ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
信
仰
の
避
難
事
た
る
王
（
タ
フ
マ
ー
ス
プ
）
は
、
毎
年
献
上
品
や
収
入
の
中
か
ら
総
額
八
万
ト
ゥ
マ
ン
を
、
偉
大
な
る
メ
ッ
カ
、
栄
光
あ
る
メ
デ
ィ
ナ
、

　
　
　
無
謬
な
る
イ
マ
ー
ム
様
た
ち
の
神
聖
な
る
殉
教
地
、
高
貴
な
る
イ
マ
ー
ム
ザ
！
デ
た
ち
の
墓
な
ど
の
肇
な
る
揚
所
や
祝
福
さ
れ
た
る
敷
居
に
送
っ
て
い
た
。

　
　
　
そ
の
中
で
も
毎
聖
駕
ト
ゥ
マ
ン
が
、
服
従
を
要
す
る
イ
マ
ー
ム
、
、
諺
冒
び
9
ピ
ロ
ω
9
1
巴
－
菊
益
魑
様
の
管
轄
（
ω
程
犀
9
1
婦
）
の
食
物
や
飲
み
物
の
消
費
に
定
め

　
　
　
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
五
ト
ゥ
マ
ソ
を
美
味
な
食
事
に
費
や
し
、
朝
晩
、
清
掃
人
（
h
霞
鼠
ω
げ
9
）
や
奉
仕
人
た
ち
（
ぽ
ぼ
α
白
ρ
爵
習
留
）
が
貴
人
の
様
式
で

　
　
　
ピ
ク
ル
ス
や
青
菜
を
添
え
て
、
サ
イ
イ
ド
や
ウ
ラ
マ
ー
や
参
詣
者
や
ハ
ー
デ
ィ
ム
た
ち
か
ら
な
る
諸
階
層
の
人
々
に
提
供
し
て
い
た
。
［
罫
禽
§
ミ
”
嵩
嗣

窯
謡
禽
§
帖
の
こ
の
記
述
は
、
著
者
が
同
郷
の
王
室
税
務
官
（
§
誤
ミ
蕊
隻
軋
慧
§
魯
画
氣
織
ミ
ミ
§
こ
ぎ
禽
魯
堂
早
鐘
ミ
ミ
）
か
ら
直
接
聞
い
た
話
で

あ
り
、
僑
頼
性
に
富
む
。
こ
の
中
で
特
記
さ
れ
て
い
る
レ
ザ
ー
廟
の
一
日
五
ト
ゥ
マ
ン
の
飲
食
費
と
は
、
こ
れ
の
み
で
年
間
二
千
ト
ゥ
マ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
う
莫
大
な
額
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
飲
食
費
の
他
に
も
、
暫
定
デ
ィ
ム
や
教
師
た
ち
の
俸
給
、
及
び
サ
イ
イ
ド
、
ウ
ラ

マ
ー
、
学
識
者
、
困
窮
者
た
ち
に
か
か
る
諸
経
費
な
ど
、
レ
ザ
ー
廟
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
支
出
が
、
王
室
の
設
定
し
た
ソ
ユ
ル
ガ
ル
や
ワ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

フ
地
か
ら
賄
わ
れ
て
い
た
と
い
う
冒
鼠
這
鋲
に
㊤
］
。

　
以
上
の
よ
う
な
奉
納
金
す
べ
て
を
合
賀
す
る
と
、
相
当
な
金
額
が
レ
ザ
ー
廟
に
対
し
て
王
朝
側
か
ら
援
助
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
君
主

タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
こ
の
聖
地
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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働
　
シ
ー
ア
派
信
仰
普
及
政
策

10　（176）

　
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
へ
の
関
心
が
特
に
強
ま
っ
た
の
は
、
一
五
五
五
年
、
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
間
に
半
世
紀
に
亙
る
抗
争
を
終
結
さ

せ
る
和
議
が
締
結
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
懸
案
の
対
オ
ス
マ
ン
朝
問
題
を
終
結
さ
せ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
か
ら
帰
還
し
た
タ
フ

マ
ー
ス
プ
の
心
境
を
史
料
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
万
民
の
王
（
タ
フ
マ
ー
ス
プ
）
の
心
に
は
以
下
の
こ
と
が
よ
ぎ
っ
た
。
「
日
に
日
に
明
ら
か
に
な
る
こ
れ
ら
す
べ
て
の
援
助
や
恩
寵
は
、
イ
マ
ー
ム
様
た

　
　
　
ち
の
聖
域
の
聖
な
る
内
面
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
と
り
わ
け
、
》
財
び
．
窯
口
絡
p
一
－
切
昼
9
1
様
の
光
輝
く
聖
廟
と
香
高
い
殉
教
地
は
、
禁
じ
ら

　
　
　
れ
た
行
為
（
彰
彰
寓
温
叶
）
の
埃
や
望
ま
し
く
な
い
行
為
（
ヨ
串
昌
げ
鋒
）
の
汚
れ
か
ら
免
れ
清
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
［
映
ぎ
ミ
魯
♪
。
。
。
。
O
回

こ
う
し
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
目
を
向
け
た
タ
フ
マ
ー
ス
プ
に
、
「
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ハ
ー
キ
ム
た
ち
の
怠
慢
に
よ
り
、
聖
地
管
理
の
基
本
が
等
閑
に

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
知
ら
せ
が
何
度
も
入
っ
た
［
§
ミ
魯
鼻
ω
・
。
£
。
そ
こ
で
、
彼
は
当
時
の
ハ
ー
キ
ム
を
罷
免
し
、
新
た
に
「
熱
心
な
性
質
の

人
物
」
を
選
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
た
だ
一
人
の
同
腹
の
弟
で
あ
る
b
U
9
曇
日
冨
騨
昌
の
息
子
、
ω
巳
萄
口
同
σ
冨
ぼ
ヨ
罵
躍
縞

が
ハ
ー
キ
ム
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
マ
シ
ュ
ハ
ド
へ
の
王
族
の
配
置
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
あ
る
上
、
こ
の
王
子
が
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
寵
愛
す

る
甥
で
あ
り
、
幼
少
時
に
地
方
都
市
へ
派
遣
さ
れ
る
王
子
と
は
異
な
り
、
当
時
既
に
成
人
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
が
マ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ハ
ド
を
要
地
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
H
酵
9
、
寓
ヨ
寓
躍
鼠
は
大
勢
の
画
聖
や
詩
人
な
ど
の
芸
術
家
を
保
護
し
て
い
た
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
そ
の
芸
術
を
愛
好
す
る
気
質
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

彼
の
シ
ー
ア
派
信
仰
の
弱
さ
を
指
摘
す
る
研
究
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
王
子
は
「
ウ
ラ
マ
ー
と
の
会
話
は
最
良
の
宝
物
」
と
の
言
葉
に

従
っ
て
、
大
半
の
時
間
を
ウ
ラ
．
マ
ー
（
．
巳
ゆ
B
甲
笹
薮
巳
ω
げ
）
や
哲
学
者
た
ち
（
ザ
巳
β
き
甲
覧
魅
碧
口
㌣
ピ
昌
霞
）
と
の
交
流
に
費
や
し
、
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

理
性
や
伝
承
に
よ
る
学
問
（
．
賃
旨
ヨ
ム
臼
p
、
ρ
三
毛
p
8
彗
ρ
已
）
の
習
得
に
励
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
［
き
禽
§
妹
藁
。
。
嗣
。
ま
た
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

ニ
世
ω
げ
跨
H
の
ヨ
帥
．
瓢
H
同
・
（
在
位
一
五
七
六
－
一
五
七
七
）
が
即
位
し
た
後
も
、
宮
廷
で
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
と
交
流
す
る
王
子
の
様
子
が
確
認
さ
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⑭

れ
る
［
目
鼠
誌
斜
b
。
置
］
。
そ
れ
故
、
彼
が
充
分
な
学
識
を
備
え
、
シ
ー
ア
派
教
義
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
王
子
の
赴
任
早
女
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
訪
れ
た
オ
ス
マ
ン
朝
の
海
軍
提
督
ω
ρ
嘱
オ
臼
．
》
一
同
菊
ρ
、
同
。
。
は
次
の
よ
う
な
事
件
に
遭
遇
し
た
。

九
六
四
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
一
日
（
　
五
五
六
年
一
一
月
四
日
）
、
〔
私
は
〕
曲
言
プ
げ
p
α
山
囚
げ
見
目
ω
飼
p
に
や
っ
て
き
た
。
…
…
U
J
ρ
ぼ
9
1
口
上
胃
昌
の
息
子

で
あ
る
H
げ
縞
知
勇
窯
冒
N
魑
が
そ
の
地
の
統
治
者
（
』
ミ
誉
菖
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
（
タ
フ
マ
ー
ス
プ
）
の
息
子
Q
D
蕊
ρ
曳
ヨ
9
1
口
寒
冒
鼠
も
そ
の
地
に
い
た
。

彼
ら
と
…
…
会
見
し
、
王
子
た
ち
か
ら
シ
ャ
ー
の
所
に
行
く
た
め
人
を
求
め
る
と
、
了
承
さ
れ
、
宴
が
開
か
れ
た
。
会
話
（
ヨ
信
ω
餌
げ
ρ
げ
ρ
砕
）
の
最
中
、
〔
王

子
は
〕
私
に
「
ア
リ
ー
様
と
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
、
ウ
マ
ル
、
ウ
ス
マ
ー
ン
様
た
ち
i
彼
ら
に
至
高
な
る
神
の
満
足
あ
れ
一
の
こ
と
で
、
彼
ら
の
カ
リ

フ
位
（
開
三
断
囲
緯
）
と
優
越
性
（
錘
口
藍
鼠
暮
）
に
つ
い
て
あ
な
た
方
と
議
論
し
よ
う
」
と
言
っ
て
幾
つ
か
の
質
問
を
し
、
答
え
を
求
め
る
の
で
、
私
の
方

は
「
返
箸
は
最
も
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
」
を
実
践
し
、
黙
っ
て
い
る
と
、
何
度
も
非
常
に
せ
か
さ
れ
た
の
で
、
…
…
「
私
た
ち
は
こ
こ
で
あ
な
た
方
と
論

争
す
る
た
め
に
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
β
は
質
問
も
黒
白
も
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
［
、
〉
財
閃
9
、
β
蕊
夷
ご

こ
の
論
争
か
ら
よ
う
や
く
抜
け
出
し
た
、
》
田
口
ρ
、
誘
ら
の
一
行
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ス
マ
ン
朝
か
ら
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
に
向
け
て
派
遣

さ
れ
た
密
使
で
は
な
い
か
と
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
翌
朝
二
〇
〇
人
の
コ
ル
チ
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
所
持
品
を
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
監

禁
さ
れ
る
の
で
あ
る
門
、
諺
財
菊
四
、
同
ω
』
。
。
】
。
一
行
が
解
放
さ
れ
る
の
は
、
、
と
同
図
9
・
、
同
ω
の
自
作
し
た
詩
が
ア
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
一
二
人
の
イ

マ
ー
ム
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
思
想
が
シ
ー
ア
派
信
仰
に
近
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
当
時
の
ム
タ
ワ

ヅ
リ
ー
が
王
子
に
取
り
な
し
て
、
十
日
後
、
よ
う
や
く
彼
ら
は
解
放
さ
れ
た
［
．
》
胃
菊
㊤
、
昼
。
。
。
。
］
。

　
こ
の
事
件
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
王
子
は
オ
ス
マ
ン
朝
か
ら
の
参
詣
者
に
シ
ー
ア
ー
ー
ス
ン
ナ
論
争
を
挑
み
、
つ
い
に
は
逮
捕
監
禁
ま
で
行

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
王
子
の
シ
ー
ア
派
信
仰
の
弱
さ
は
見
え
ず
、
む
し
ろ
熱
烈
な
シ
ー
ア
派
信
徒
で
あ
る
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
る
。

堅
純
な
シ
ー
ア
派
信
仰
を
持
つ
王
子
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
綱
紀
粛
正
を
国
指
し
た
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
期
待
に
沿
う
も
の
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
タ
フ
マ
ー
ス
プ
が
王
子
を
信
頼
し
て
い
た
こ
と
は
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
異
母
弟
で
あ
り
、
反
乱
を
起
こ
し
た

oQ

R
雲
蜜
貯
法
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
統
治
を
希
望
し
た
際
に
、
一
旦
は
受
理
さ
れ
た
も
の
の
、
「
ω
鋤
ヨ
窯
剛
罠
9
1
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
に
い
る
こ
と
は
国
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表
1－

16
世

紀
の
レ
ザ
ー
廟
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
就
任
表

就
任
年

ム
タ

ワ
ッ

リ
ー

名

④
～

②
1
540

i～
）

③
P

④
1554

⑤
工

5
63

⑥
1564

⑦
1567

一⑧⑨
1567

i
？

）

⑩
1574

｝⑪曾
～

M
ir　

Niz
巨

血
a1

－
Mul

k

KhwEja　
Amir　

Beg　
Kajaj－

i

Mir
　

Da
rw

ish
　
Beg

Kh
a
li
f
a
　

A
Sad　

A正
1議

h

Mir　
‘
Abd　

al－
Wahhab

M
ir
　

S
a
yy
i
d　

‘
Ali

Mir　
AbU　

al－
Wall

M
ir
　

‘
A
bd
　
Allah

Mir　
‘
Ali　

Mufaddal

Mi
r
　

1
〈

a
m
EI　

a1一
Din

）
，

1－
l
r　

Ab
g　

al－
Qa
si
m

M
ir
　

‘
A
b
d
　
al－

Karim

出
　

身
　

地

マ
シ

ユ
ハ

ド♪．

イ
ス

フ
ァ

ハ
ー

ン

シ
ュ

ー
シ

ュ
タ

ル

コ
ム

シ
ー

一
・

・
ラ

ー
ズ

　
　

　
？

ア
ス

タ
ラ

ー
バ

ー
ド

ア
ス

タ
ラ

V一
バ

ー
ド

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ー
ン

　
　

　
？

サ
イ

イ
　

ド

レ
ザ

ー
家

サ
フ

ァ
ヴ

ィ
ー

家

　
　
（
？
）

　
　

o

フ
サ

イ
ン

家

レ
ザ

ー
家

イ
ン

ジ
ュ

ー
家

△一〇｝○

ハ
リ

ー
フ

ァ
家

　
　
A

備
考

1528－
1537年

頃
に

担
当

ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
の
ワ
ズ
1一

ル
兼
任

1551年
投

獄

ニ
ス
！
く
カ
｛
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー

10年
聞

就
任

，
シ

ャ
イ

フ
ル

・
イ

ス
ラ

ー
ム

兼

任
，
学
識
者
，
信
仰
心
厚
い
，
表
2一

②

後
，

デ
ィ

ズ
ブ

ー
ル

の
長

官

父
兄
弟
と
も
に
宮
廷
で
重
用
さ
れ
る
k

マ
シ

ュ
ハ

ド
の

ワ
ズ

ィ
ー

ル
兼

任
，

後
，

カ
ズ

ヴ
ィ

ー
ン

の
ワ

ズ
ィ

ー
ル

，
ヨ

三
領

地
の

管
理

者

ω
好

伽
担

当
，

す
ぐ

に
辞

任

狂
信

的
な

シ
ー

ア
派

教
徒

，
後

，
カ

ー
デ

ィ
ー

・

ア
ス

カ
ル

，
20年

間
サ

ド
ル

Stt7tnati担
当

お
そ

ら
く

⑦
の

後
任

二
期

（
⑭

）
合

わ
せ

て
15年

間
就

任

タ
フ

マ
ー

ス
プ

麗
筆

時
ま

で
就

任

ω
～

顔
赫

と
Sftnnatiを

各
々

が
担

当

（
Khと

Tで
逆

）

1580年
戦

死

典
拠

Af．
　
II：

　
38a，

　
43a，

　
45a，

　
97a

A．
　
457－

8

Kh．
　
974

1〈
h．

　
438－

9，
　

974

Kh．
　
439

T．
　
149

工
（
h．

446，
558

Kh．
　

460－
1，

　
990

T．
　
148，

　
1089

Kh．
　

460－
1，

　
990

Kh．
　
581，

　
732，

　
899

Kh．
　
581

T．
　

149

1〈
h．

　
581

T．
　

149

S．
　
112

（09き）cq回
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⑤㊥

δ
o
◎
O

描
G
◎
b
p

蜜
冒
N
四
q
Q
7
二
訂
『
〉
二
帥
7

護
騨
、
〉
質
蜜
島
P
α
位
p
。
一

ヘ
メ
夏
引
、
ノ
ー
文

刈
メ
黛
“
一
、
漏
一
「

i○

斗
一
焔
ー
ヰ
ー
り
＼
㊦
“
凶
ヘ
ー
、
マ

ト
黛
『
粍
唱
一
　
臼
由
…
騨
砥
き
詩
曾
管
甜
錯

口
照
皿
㊦
評
宙
（
◎
）
噛
嵩
Q
。
O
醤
轡
蝉

目
巨
『
H
Q
Q

B
一
①
b
σ
占

、

円
劉
刈
Q
。
卜
。

嵩
Q
Q
り
1
嵩
O
O
◎
　
　
㌣
ぐ
へ
Σ
一
叉
晶
戯
博
囲
踊
＄

⑧

旨
㊤
Q
。

ρ
四
物
o
Q
巳
犠
P

7
、
マ
、
九
当
・
、
ノ
へ
園

隅
ー

ト
ー
呼
一
蝿

δ
嵩
斡
懸
4
b
5
0
醤
瀦
騨
愈

騨
ヰ
で
マ

8
。
α
⑦
◎
Q
》
↓
α
b
っ
、
り
ト
o
Q
Q

海
輩
黒
甲
確
（
辮
日
・
さ
∂
港
鱒
）
”
〉
睦
虹
富
ミ
周
㌧
》
h
涯
ミ
ミ
℃
周
1
1
効
㌣
蹴
斜
零
3
囚
ぴ
一
1
さ
ミ
魯
ミ
”
緊
1
1
＞
♂
お
勘
さ
ミ
、
ω
雌
砺
ミ
醤
§
圃
嚇
8
－
1
楠
頃
日
き

海
重
二
才
ヰ
ヘ
へ
「
伴
C
（
歯
罫
G
催
田
口
皿
蝋
π
○
酵
噂
訳
詩
リ
ヰ
ヘ
へ
鴫
伴
鐸
嚇
》
き
（
づ
贈
や
ぎ
吟
寸
へ
へ
隅
酵
帥
叫
「
竃
矯
」
伴
づ
ゆ
騨
蜘
曝
舘
。
離
置
レ
言
詮
、
C
汁
。

出
島
器
㊦
．
≧
同
勝
ヰ
て
、
ぐ
聡
陰
隙
　
臼
卜
噺
“
三
唱
一
“
臼
三
田
C
持
伴
つ
ゆ
蔑
［
自
室
§
ミ
3
b
。
N
『
≧
直
き
置
り
］
噂
§
ミ
勘
奥
W
4
鐸
認
灘
4
嘩
暁
噛
富
き
》
㊦
海
輩
無
勢
器

　
e
菌
曝
蝉
O
酵
沖
＾
つ
び
刮
勘
壁
瞬
酬
極
ぴ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

家
に
と
り
相
応
し
く
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
却
下
さ
れ
た
事
実
と
の
比
較
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
H
σ
鼠
訂
白
罵
冒
N
9
1
の
ハ
ー
キ
ム
職
へ
の
任
命
と
相
前
後
し
て
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
レ
ザ
ー
廟
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
！
（
ミ
ミ
§
騒
§
）
職
に

お
い
て
も
新
た
な
方
向
を
打
ち
出
し
た
（
表
－
参
照
）
。
レ
ザ
ー
廟
の
諸
管
理
に
携
わ
る
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
は
、
サ
フ
一
，
ヴ
ィ
ー
朝
以
前
か
ら
の
マ

シ
ュ
ハ
ド
の
要
職
の
一
つ
で
あ
る
。
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
期
に
は
、
レ
ザ
：
廟
の
管
理
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ム
ー
サ
ー
家
や
レ
ザ
ー
家
の
ナ
キ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

（
サ
イ
イ
ド
の
長
）
が
担
っ
て
い
た
［
嘗
§
”
ω
。
。
。
。
］
。
一
六
世
紀
の
こ
の
職
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
一
六
世
紀

初
頭
に
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
と
し
て
名
前
の
挙
が
る
冨
瞠
累
昼
帥
B
㊤
ア
冒
一
白
切
望
帥
二
一
（
表
1
1
①
）
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
レ
ザ
ー
家
の
サ
イ
イ
ド
で

　
⑱

あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
に
入
っ
て
も
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
サ
イ
イ
ド
が
廟
の
管
理
を
行
う
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
三
朝
に
よ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
支
配
が
安
定
し
た
頃
か
ら
、
レ
ザ
ー
廟
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
の
任
免
は
王
に
よ
っ
て

為
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
フ
マ
ー
ス
プ
自
身
に
よ
る
任
免
の
背
景
に
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
彼
が
レ
ザ
L
廟
に
対
し
て
種
々
の
寄
進

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
王
自
身
が
ワ
ク
フ
を
行
っ
た
た
め
、
そ
の
管
理
者
は
王
が
任
免
す

る
権
限
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
最
初
の
被
任
命
者
で
あ
ろ
う
閤
a
巴
圃
（
表
－
1
②
）
以
降
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
が
任
免
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

マ
シ
ュ
ハ
ド
出
身
の
サ
イ
イ
ド
が
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
職
に
就
任
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
イ
ラ
ン
国
内
の
サ
イ
イ
ド
が
就
任
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
特
に
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
関
心
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
向
け
ら
れ
た
一
五
五
四
年
以
降
は
、
囚
び
養
田
p
諺
ω
ρ
ロ
》
＝
跨
（
表
1
i
④
）
や
、

鼠
躍
諺
σ
O
巴
－
≦
巴
一
（
表
1
1
⑦
）
な
ど
、
シ
ー
ア
派
で
名
高
い
サ
イ
イ
ド
た
ち
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
職
は
、
竃
ぜ
諺
び
凶
伊
甲
類
巴
一
と
鍔
胃
、
諺
9
と
一
夢
（
表
－
一
⑦
と
⑧
）
の
就
任
時
（
　
五
六
七
年
）
に
、
布
施
な
ど
の
臨
時
収

入
を
管
理
す
る
き
ミ
§
と
、
宴
や
ハ
ー
デ
ィ
ム
、
教
師
の
俸
給
な
ど
王
室
財
産
か
ら
賄
わ
れ
る
諸
経
費
を
管
理
す
る
防
§
§
騎
に
二
分
割
さ

れ
、
肥
大
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
サ
ド
ル
な
ど
に
昇
進
す
る
者
も
多
く
現
れ
て
い
る
。
レ
ザ
ー
廟
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

職
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
諸
官
職
の
中
で
も
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
如
き
ハ
ー
キ
ム
職
へ
の
王
族
の
登
用
や
、
レ
ザ
ー
廟
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
の
任
免
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
が

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
シ
ー
ア
派
の
人
物
を
意
図
的
に
送
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
シ
ー
ア
派
信
仰
の
浸
透
を
目
指
す
シ
ー
ア
派
政

権
の
思
惑
が
表
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
こ
と
を
最
も
顕
著
に
示
す
政
策
は
、
当
時
、
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
の
宗
教
的
官
職
の
任
免
に
、

君
主
自
ら
が
関
与
し
、
正
統
な
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
次
章
で
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
が
直
接
介
入
し
た
人
事
以
外
に
も
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
筆
頭
と
す
る
シ
ー
ア
派

の
都
市
で
四
〇
任
ず
つ
の
男
女
の
孤
児
に
衣
服
と
必
要
な
物
を
提
供
し
、
男
女
の
敬
崖
な
シ
ー
ア
派
教
師
や
誠
実
な
世
話
人
を
任
命
し
て
孤
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
教
育
を
施
す
と
い
う
政
策
を
行
っ
て
い
た
肩
』
鼠
鋲
お
ω
］
。
こ
の
政
策
か
ら
は
、
彼
が
孤
児
に
注
目
し
、
シ
ー
ア
派
信
仰
を
地
域
社
会
や
民

衆
に
も
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
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以
上
の
考
察
に
よ
り
、
イ
マ
ー
ム
の
聖
廟
を
有
す
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
対
し
て
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
が
別
格
と
も
言
え
る
軍
事
的
・
経
済
的
庇
護

を
与
え
て
い
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
ら
の
庇
護
の
一
方
で
、
王
朝
側
は
自
ら
掲
げ
る
シ
ー
ア
派
信
仰
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
、
シ
ー
ア
派
の
人
物
を
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意
図
的
に
こ
の
聖
地
に
送
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
タ
フ
マ
…
ス
プ
時
代
に
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
庇
護
及
び
政
策
は
、
隣
国
の
ス
ン
ナ
派
王
朝
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
朝
や
シ
ャ
イ
バ
…

ン
朝
と
の
対
外
的
な
政
治
状
況
の
枠
組
み
の
中
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
六
世
紀
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
は
、
東
方
で
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン

地
方
を
掌
握
し
た
も
の
の
、
西
方
で
は
ス
レ
イ
マ
ソ
大
帝
の
も
と
で
圧
倒
的
に
優
勢
な
立
場
に
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン
朝
に
よ
っ
て
、
ナ
ジ
ャ
フ
や

カ
ル
バ
ラ
ー
、
カ
ー
ズ
ィ
マ
イ
ン
と
い
っ
た
シ
ー
ア
派
聖
地
を
含
む
イ
ラ
ク
地
方
を
奪
わ
れ
（
一
五
三
四
年
）
、
そ
の
状
態
の
ま
ま
一
五
五
五
年

に
オ
ス
マ
ン
朝
と
和
議
を
締
結
し
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
は
、
こ
れ
ら
の
対
外
戦
争
に
よ
る
東
西
両
国
と
の
領
土
の
確
定
に

よ
り
、
イ
ラ
ン
国
内
の
シ
ー
ア
派
聖
地
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
イ
マ
ー
ム
の
聖
地
の
中
で
は
唯
一
残
さ
れ
た
マ

シ
ュ
ハ
ド
に
そ
の
関
心
が
集
中
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
イ
ラ
ン
令
旨
で
最
も
重
要
な
聖
地
と
し
て
様
様
な
恩
恵
を
享
受
す
る
一
方
、
シ
ー
ア
派
信
仰
の
国
内
へ
の
浸
透
を

目
指
す
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
に
と
っ
て
の
「
象
徴
」
的
存
在
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
映
凄
ミ
蓼
ミ
に
は
、
大
略
次

の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
遠
征
に
赴
く
度
に
レ
ザ
ー
廟
を
参
詣
し
て
い
た
が
、
一
五
三
七
年
の
第
四
次
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
遠
征
か
ら
の

帰
路
に
は
、
新
た
に
「
以
後
毎
年
レ
ザ
ー
廟
に
参
詣
し
よ
う
」
と
い
う
誓
願
を
行
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
誓
願
は
彼
が
死
ぬ
ま
で
四
〇
年
嵩
一

度
も
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
毎
年
代
理
人
（
慧
．
§
を
任
命
し
、
年
末
に
（
畠
鎧
舞
ぼ
巴
嵩
。
。
鋤
）
、
参
詣
の
た
め
に
マ
シ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ハ
ド
に
派
遣
し
て
い
た
［
映
ぎ
ミ
勤
ミ
L
O
O
舘
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
誓
願
の
行
わ
れ
た
一
五
三
七
年
に
は
、
イ
ラ
ク
地
方
は
既
に
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
一
五
一
七
年
以
降
、
メ
ッ
カ
、
メ
デ
ィ
ナ
の
両
聖
地
も
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
バ
グ
ダ
ー
ド
近
郊
の
シ

ー
ア
派
聖
地
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
巡
礼
地
の
メ
ヅ
カ
に
も
タ
フ
マ
ー
ス
プ
が
直
接
巡
礼
す
る
こ
と
は
も
は
や
あ
り
得
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
今
一
度
先
の
記
事
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
中
で
言
わ
れ
て
い
る
「
年
末
（
島
巡
騨
臣
戦
山
の
豊
」
と
は
、
ヒ
ジ
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ユ
ラ
暦
の
最
終
月
、
す
な
わ
ち
巡
礼
月
で
あ
る
ズ
ー
・
ア
ル
ビ
ッ
ジ
ャ
月
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
こ
の
誓

願
は
、
メ
ッ
カ
巡
礼
の
代
替
と
し
て
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
参
詣
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
領
内
に
お
い
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
が
最
も

重
要
な
聖
地
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
メ
ッ
カ
の
代
替
と
し
て
の
役
割
を
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
与
え
る
政
権
側
の
意
向
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ま
た
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
、
以
上
見
て
き
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
至
言
政
権
に
よ
る
数
々
の
庇
護
や
政
策
を
経
て
、
ス
ン
ナ
派
教
徒
も
参
詣
し
た

聖
地
か
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
い
う
シ
ー
ア
派
を
標
榜
し
た
王
朝
集
団
に
と
っ
て
の
「
シ
ー
ア
派
聖
地
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

①
　
初
代
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の

　
か
は
、
現
段
階
で
は
確
認
し
得
な
い
が
、
彼
は
マ
シ
ェ
ハ
ド
よ
り
も
む
し
ろ
、
ナ

　
ジ
ャ
フ
や
カ
ル
バ
ラ
ー
な
ど
イ
ラ
ク
の
方
に
関
心
を
向
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
智
驚
黛
畠
？
お
◎
頓
O
Q
Q
な
ど
。

　
　
ま
た
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
死
後
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
含
む
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
一
帯
は

　
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
諸
部
族
の
内
曇
に
よ
る
混
乱
期
に
入
り
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
霜

　
主
に
よ
る
マ
シ
ェ
ハ
ド
へ
の
政
策
は
殆
ど
確
認
さ
れ
な
い
。

②
　
各
都
市
の
キ
ジ
ル
パ
ー
シ
ュ
に
よ
る
統
治
に
つ
い
て
は
、
丙
。
蜜
．
幻
α
写
げ
。
『
炉

　
、
、
3
§
恥
§
画
§
恥
§
ミ
臓
黛
羅
馬
窪
ミ
W
節
誘
帖
§
恥
§
恥
ミ
‘
画
§
靴
」
N
。
誉
ミ
ミ
ミ
§
碁

　
し
σ
・
島
P
お
0
①
〔
以
下
閃
α
訂
σ
。
諺
お
①
①
と
略
記
〕
が
参
考
に
な
る
。

③
↓
鼠
鼠
鋲
b
。
8
．
王
に
直
属
す
る
近
衛
兵
と
し
て
の
コ
ル
チ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

　
羽
田
正
「
コ
ル
チ
考
一
十
六
世
紀
イ
ラ
ン
の
近
衛
兵
制
度
一
」
　
『
史
林
』
六

　
七
－
三
（
一
九
八
四
）
〔
以
下
、
羽
田
一
九
入
四
と
略
記
〕
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

　
お
り
、
氏
も
ま
た
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
コ
ル
チ
が
い
た
こ
と
に
つ
い
て
注
で
触
れ
て
お

　
ら
れ
る
。

④
　
タ
フ
マ
ー
ス
ブ
の
財
産
は
金
貨
銀
貨
の
現
金
の
み
で
二
八
万
ト
ゥ
マ
ン
に
の
ぼ

　
つ
た
［
ω
ぴ
p
舜
h
㊤
ゲ
∪
貯
】
W
置
目
・
。
剛
嚇
い
瀞
ミ
ミ
≧
勘
ミ
3
①
興
く
幽
く
画
く
Φ
ぞ
騎
日
義
o
f

　
N
o
旨
。
メ
く
。
一
・
卜
。
’
ω
け
・
℃
Φ
9
『
。
。
σ
母
σ
q
、
一
コ
口
曾
㌧
N
α
7
卜
。
呂
］
。
　
こ
れ
ほ
ど
の
財
産
が

　
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
十
年
以
上
も
コ
ル
チ
に
対
し
て
俸
給
を
支
払
わ

　
な
か
っ
た
〔
羽
田
一
九
八
四
、
一
四
一
一
五
〕
。

⑥
　
一
マ
ン
は
約
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
相
当
す
る
。

⑥
　
竃
口
、
欝
旨
汐
は
ド
ー
ム
の
歴
根
を
黄
金
に
し
た
時
期
を
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
三
二

　
（
一
五
二
五
一
二
六
）
年
と
し
て
い
る
が
【
試
β
、
富
ヨ
ぎ
お
蒔
Q
。
u
δ
二
、
こ
の
年
、

　
タ
フ
マ
ー
ス
ブ
は
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
諸
部
族
の
内
証
に
よ
り
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
へ
赴

　
い
て
い
な
い
こ
と
、
こ
の
部
族
間
抗
争
の
た
め
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
ハ
ー
キ
ム
が

　
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
間
隙
を
つ
い
て
、
q
σ
p
旨
〉
萄
財
囚
試
p
が
マ
シ
ュ

　
ハ
ド
に
侵
攻
し
占
領
し
た
こ
と
、
な
ど
当
時
の
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

　
彼
の
説
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
し
か
る
に
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
時
代
に
書
か
れ
た

　
§
ぎ
ミ
ミ
で
は
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
「
九
四
〇
年
の
午
〔
刊
本
の
「
辰
（
冨
望
）
」

　
は
誤
り
〕
の
歳
（
一
五
三
四
年
）
」
に
レ
ザ
ー
廟
に
参
詣
し
聖
廟
の
ド
ー
ム
を
金

　
で
整
備
す
る
よ
う
命
じ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
【
寄
ぎ
ミ
ミ
い
斜
］
。
こ
の
記
述
の

　
｝
五
三
四
年
の
方
が
信
頼
性
が
あ
り
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
こ
の
ド
ー
ム

　
と
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の
金
は
、
一
五
八
九
年
に
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
よ
っ
て
略
奪
さ
れ
た

　
［
柚
湯
画
き
痒
出
。
ア
ッ
バ
ー
ス
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
再
征
服
後
に
こ
の
ド
ー
ム
を
、
タ

　
フ
マ
！
ス
プ
同
様
、
金
で
修
復
し
た
鳴
§
“
智
．
「
詰
ご
。

⑦
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
、
財
宝
庫
か
ら
現
金
で
五
一
六
〇
〇
〇
ト
ゥ
マ
ソ
を
レ
ザ
ー
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鱈
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
願
、
　
テ
ヘ
ラ
ン
の
、
〉
σ
α
帥
ゲ
．
＞
N
団
ヨ
廟
、
　
サ
フ
ィ
ー
廟
な

　
ど
に
奉
納
と
し
て
送
り
、
さ
ら
に
ソ
ユ
ル
ガ
ル
や
ワ
ク
フ
地
か
ら
｝
万
ト
ゥ
マ
ン

　
を
食
事
や
衣
服
用
に
送
っ
て
い
た
と
い
う
［
さ
ミ
禽
鼻
q
融
雪
㊤
。
。
回
。
次
に
引
用

　
す
る
き
誌
斜
§
ミ
と
は
数
字
が
異
な
る
。

⑧
　
野
南
、
一
マ
ン
の
小
麦
の
値
段
が
四
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら

　
門
≧
竃
鋤
§
ミ
㌔
窃
d
、
　
一
目
に
一
二
五
〇
マ
ソ
も
の
小
麦
が
購
入
で
き
る
金
額
で
あ

　
つ
た
。

⑨
H
“
〉
診
ブ
鋒
の
校
訂
で
は
、
「
ω
劉
9
1
け
ξ
ρ
、
口
凌
ρ
研
、
乏
p
歪
曾
衝
．
ξ
p
鍔
寓
σ
高

　
雷
鐵
骨
ρ
凹
ρ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
写
本
等
に
基
づ

　
き
、
「
、
長
日
9
・
扇
．
（
徴
税
宮
）
」
で
は
な
く
「
、
巳
㊤
ヨ
四
、
」
と
判
断
し
た
。

⑩
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
時
代
に
、
重
要
な
地
方
都
市
の
ハ
ー
キ
ム
と
し
て
王
族
が
派

　
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
菊
α
訂
σ
0
3
搭
①
9
幽
O
ム
画
を
参
照
さ
れ
た

　
い
。
㎞
尚
、
翌
年
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
患
子
も
∩
巳
縞
コ
ω
賃
ぼ
《
目
遣
草
字
附
脱
N
騨
（
四

　
歳
）
も
、
ぎ
勘
ミ
ミ
さ
禽
ミ
と
し
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
赴
任
し
た
［
さ
ミ
蓼
ミ
、
。
。
曾
】
。

＠
　
H
酵
馴
缶
旨
属
回
嵩
餌
の
画
家
や
能
書
家
に
対
す
る
保
護
に
つ
い
て
は
、
♪
．
毛
⑦
ざ
7

　
箆
適
ミ
恥
辱
憶
ミ
恥
筆
§
、
ト
ミ
上
弓
慧
恥
§
き
－
O
§
ミ
迷
壽
噛
9
ミ
醤
恥
ミ
き
馬
ト
ミ
ー

　
博
ミ
軌
ミ
0
2
ミ
W
皇
⇒
ミ
び
累
。
ミ
寓
湧
く
①
昌
ρ
＆
い
。
コ
α
o
P
お
噴
伊
H
α
O
I
嶺
Q
。
に

　
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑫
ρ
ト
b
0
8
ω
8
㌧
§
恥
9
喧
嵩
恥
ミ
9
蔦
ミ
§
§
恥
ミ
斜
§
沁
恥
N
喧
。
蕊

　
h
舘
嵩
ミ
款
§
”
℃
鉱
ロ
8
8
”
q
穿
く
曾
ω
一
ぞ
℃
F
U
・
U
h
ω
器
詳
p
賃
o
p
お
Q
。
b
。
〔
以

　
下
切
。
①
ω
o
嶺
お
。
。
笛
と
略
記
〕
富
冷
彼
女
は
王
子
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
統
治
の
期
間
を

　
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
た
め
に
、
王
子
の
罷
免
の
理
由
な
ど
種
々
の
点
で
見
当

　
違
い
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑩
　
父
親
が
王
子
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
あ
っ
た
ρ
ロ
三
士
図
は
、
学
識
者
と
交
流
す
る

　
日
を
設
け
る
王
子
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
の
生
活
を
伝
え
て
い
る
［
§
ミ
魯
ミ
、
ω
。
。
凹
。

⑭
玉
器
ヨ
喩
實
に
よ
る
と
、
「
王
子
の
教
育
」
と
し
て
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
家
の
王

　
子
た
ち
は
、
シ
ー
ア
派
教
義
や
ム
ハ
ン
マ
ド
と
一
二
人
の
イ
マ
ー
ム
た
ち
の
生
涯

　
や
奇
跡
な
ど
を
学
ぶ
一
方
で
、
シ
ー
ア
派
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
と
ス
ン
ナ
派
で
あ
る

　
オ
ス
マ
ン
朝
の
間
で
争
点
と
な
っ
て
い
る
問
題
が
徹
底
的
に
論
じ
ら
れ
る
と
い
う

　
［
内
器
ヨ
箕
。
さ
ω
凹
。

⑯
ω
凹
ヨ
竃
H
農
似
は
一
五
二
一
一
一
五
三
〇
年
及
び
一
五
三
三
一
一
五
三
五
年
の

　
間
ヘ
ラ
ー
ト
の
ハ
ー
キ
ム
で
あ
っ
た
が
、
　
一
五
三
五
年
に
彼
の
師
傅
で
あ
っ
た

　
卸
σ
Q
ぎ
ぼ
騨
困
（
団
昌
ω
扇
讐
旨
に
担
が
れ
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
に
紺
し
て
反
乱
を
起

　
こ
し
た
。
ほ
ど
な
く
謝
罪
し
た
た
め
赦
さ
れ
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
に
居
住
し
た
が
、

　
最
終
的
に
カ
フ
カ
バ
城
へ
投
獄
さ
れ
、
子
供
た
ち
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
［
宍
ぎ
一

　
ミ
勤
ミ
㌧
0
8
ふ
塔
］
。

⑯
囲
σ
萄
寓
ヨ
護
歴
日
餌
は
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
信
頼
を
失
っ
て
一
五
六
七
年
に
罷
免

　
さ
れ
る
が
、
　
そ
れ
は
同
年
の
．
＞
9
＞
質
倒
ロ
丙
薮
鵠
q
N
σ
Φ
評
に
よ
る
ホ
ラ
ー
サ

　
ー
ン
侵
攻
に
際
し
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
の
各
地
の
ア
ミ
ー
ル
が
結
集
し
て
撃
退
す
る

　
中
、
王
子
が
「
如
何
な
る
方
法
で
も
援
軍
を
送
ら
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
」
、
「
宴

　
を
開
き
、
悦
楽
に
興
じ
て
い
た
」
［
き
ミ
絢
塁
ミ
”
お
］
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
後

　
王
子
は
し
ば
ら
く
の
問
、
タ
ブ
マ
ー
ス
プ
か
ら
疎
ん
じ
ら
れ
た
。

⑰
　
鼠
自
、
多
面
貯
が
レ
ザ
ー
廟
の
ム
タ
ワ
ヅ
リ
ー
職
に
就
任
し
た
者
を
列
挙
し
て
い

　
る
が
、
十
六
世
紀
の
人
々
に
つ
い
て
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
［
鼠
β
．
欝
ヨ
営
お
A
。
。
ヤ

　
紬
b
。
ら
I
b
Q
Q
。
出
。
尚
、
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝

　
蔭
言
の
も
の
で
あ
る
が
、
竃
＃
鉢
図
拶
訟
．
帥
7
U
ぢ
〉
ロ
脇
鼻
b
a
ミ
憶
魯
、
－
藁
（
ミ
画

　
巴
●
幽
幽
目
．
U
似
議
ω
げ
℃
舘
げ
口
7
困
画
く
こ
童
舞
等
ミ
b
§
§
壽
霜
§
ー
ミ
鼠
駄
S
噌
ミ

　
ミ
合
、
q
ミ
ミ
ー
軌
二
二
慧
－
鼠
b
勘
9
§
粛
§
義
§
ミ
斜
§
窃
ふ
＼
◎
ド
？
ぐ
b
。
㌧
嵩
1
ω
b

　
お
ム
（
H
Q
Q
ミ
ー
幽
o
Q
）
〔
以
下
b
ミ
と
略
記
〕
嫡
“
＄
ふ
。
。
が
参
考
に
な
る
。

⑱
彼
自
身
が
ナ
キ
ー
プ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑲
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
末
期
に
は
、
レ
ザ
ー
麟
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
職
は
、
ム
ヅ
ラ
ー
・

　
バ
シ
、
サ
ド
ル
に
次
ぐ
行
政
第
三
位
の
職
種
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
［
b
翼
翻
”

　
①
A
為
O
］
。
尚
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
の
サ
フ
ィ
ー
廟
で
は
、
　
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
に
は

　
蜜
9
．
煩
ロ
卸
し
6
Φ
σ
q
O
9
・
融
く
同
や
。
り
四
旨
鑑
岸
N
餅
な
ど
主
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
家
の
者
が
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就
任
し
て
い
た
。
ヨ
。
白
玉
が
タ
フ
マ
ー
ス
プ
臨
代
の
サ
フ
ィ
ー
廟
に
つ
い
て
考

　
察
し
て
い
る
［
〉
．
類
・
蜜
。
簿
。
ロ
、
、
．
碧
冨
≧
α
p
σ
愚
ω
ξ
ぎ
。
言
仲
げ
Φ
二
品
σ
q
”
o
｛

　
ω
鼠
げ
月
9
。
げ
白
襲
℃
H
、
、
、
辱
§
一
ト
。
、
お
（
6
裡
”
お
誤
）
］
。

⑳
　
9
養
§
刷
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
六
三
（
一
五
五
五
－
五
六
）
年
の
出
来
事
の
中
に

　
こ
の
政
策
を
轡
き
込
ん
で
い
る
が
【
的
ミ
嵩
9
斜
Q
。
謡
、
　
著
者
〉
ω
冨
幽
び
四
α
回
が
依

　
拠
し
て
い
る
↓
下
臥
瓜
に
は
特
に
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
［
8
臥
試
鋲
匿
G
。
］
。
こ

　
の
た
め
、
彼
の
宣
う
九
六
三
年
と
い
う
年
代
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
で
き

　
な
い
。
》
、
冒
の
第
六
五
条
に
こ
の
政
策
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
教
師
や
孤
児
に

　
は
各
都
市
の
ハ
ー
キ
ム
を
通
じ
て
国
庫
か
ら
衣
服
や
食
事
が
支
給
さ
れ
た
と
い
う

　
［
》
、
同
7
お
刈
萱
。
。
Q
。
］
。
こ
の
他
、
§
ミ
魯
ミ
℃
窃
Φ
Q
。
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

⑳
　
ア
ス
タ
ラ
ー
バ
ー
ド
の
サ
イ
イ
ド
が
代
理
人
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
た
［
8
塔

　
鼓
き
頴
二
。

＠
　
イ
ラ
ン
国
内
の
他
の
聖
廟
と
も
比
較
・
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
に

　
コ
ム
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
繭
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
時
代
の
フ

　
ァ
ー
テ
ィ
マ
廟
は
女
性
の
た
め
の
墓
願
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

　
わ
れ
る
。
十
六
蝕
紀
、
レ
ザ
ー
廟
に
は
多
数
の
王
族
が
埋
葬
さ
れ
、
王
家
の
聖
纐
…

　
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
始
め
る
が
（
後
註
参
照
）
、
コ
ム
に
埋
葬
さ
れ
る
の
は
王
族

　
の
中
で
も
女
性
ば
か
り
で
あ
り
、
男
性
は
い
な
い
。
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
雲
以
降
と

　
思
わ
れ
る
コ
ム
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
騰
本
隆
光
「
十
九
世
紀
の
コ
ム
（
ρ
自
旨
）

　
市
i
l
王
朝
の
庇
護
と
宗
教
都
市
の
発
展
－
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
〇
一
一
（
一

　
九
八
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
　
タ
フ
マ
ー
ス
プ
時
代
か
ら
十
六
世
紀
末
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
よ
る
占
領
ま
で
の
闘

　
を
通
じ
て
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
を
含
む
主
要
な
王
族
（
切
掌
。
げ
鼓
ヨ
沼
川
旨
似
、
イ
ス
マ

　
ー
イ
ー
ル
ニ
世
に
殺
害
さ
れ
た
王
子
た
ち
）
は
、
父
祖
σ
墓
廟
で
あ
る
サ
フ
ィ
ー

　
廟
で
は
な
く
、
レ
ザ
ー
廟
に
埋
葬
さ
れ
た
。
タ
フ
マ
ー
ス
プ
に
反
乱
し
た
ω
馴
ヨ

　
蜜
騨
錨
は
サ
フ
ィ
ー
廟
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
レ
ザ
ー
廟
に
埋

　
葬
さ
れ
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
、
十
穴
世
紀
に
は
、
大
勢
の
王
族
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
参
詣
を
行
っ
て
い
た

　
（
年
表
参
照
）
。
中
で
も
一
五
四
九
年
の
唱
9
男
囚
銀
口
囚
薮
旨
ヨ
の
参
詣
は
、

　
彼
女
が
生
後
一
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
お
宮
参
り
」
的
な
性
格
が

　
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
［
『
塞
ミ
農
ミ
い
お
ω
点
O
出
。
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皿

＝
一
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
移
住

　
前
章
で
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
の
対
マ
シ
ュ
ハ
ド
政
策
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
続
い
て
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
都
市
社
会
に
目
を
向
け
た
場

合
に
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
都
市
の
有
力
者
層
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
来
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
有
力
者
層
を
形
成
し
て
い
た
の
は
、
サ
イ
イ
ド
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
同
期
に
入
る
と
、

外
部
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
女
に
よ
り
新
た
な
有
力
老
層
が
形
成
さ
れ
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
新
興
勢
力
と
し
て
サ
イ
イ
ド
以
上
に
大
き
な
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
三
朝
期
に
な
っ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
る
彼
ら
は
皆
、
一
ニ
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
の
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
。



特
に
一
六
世
紀
後
半
に
は
、
彼
ら
の
存
在
が
サ
イ
イ
ド
と
並
ん
で
史
料
上
に
散
見
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
加
え
て
、
§
鼠
迅
の
ウ
ラ
マ
ー
・
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
見
え
る
ウ
ラ
マ
ー
の
大
半
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

点
か
ら
見
て
も
、
社
会
的
に
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
潮
の
一
工
イ
マ
ー
ム
派
ウ
ラ
マ
ー
と
マ
シ
ュ
ハ
ド
と
の
関
係
を
見
過
ご

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
一
ニ
イ
マ
ー
ム
派
ウ
ラ
マ
ー
の
マ
シ
ェ
ハ
ド
へ
の
移
住
の
観
点
か
ら
、
一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の

都
市
社
会
の
状
況
を
考
察
す
る
。

ω
　
【
ニ
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
諸
学
の
申
心
地
と
し
て
の
マ
シ
ュ
ハ
ド

サファヴィー朝支配下の聖地マシュハド（守川）

　
創
設
と
同
時
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
鱈
主
は
シ
ー
ア
派
信
仰
を
イ
ラ
ン
長
内
に
広
め
る
こ
と
を
奨
励
し
、
一
斗
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
ウ
ラ

マ
ー
を
優
遇
し
た
。
最
初
期
に
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
ー
ミ
ル
出
身
の
、
跨
嵩
げ
．
．
》
ぴ
伽
㊤
賢
．
財
同
ρ
や
鼠
舞
ρ
ぼ
と
パ
フ
ラ
イ
ン
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
H
び
鼠
冨
津
げ
●
ω
巳
㊤
団
日
鏑
9
賢
ρ
黒
球
圃
の
二
人
の
学
者
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
㊤
隆
昌
銭
p
露

は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
一
朝
宮
廷
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ω
鼠
げ
冨
き
帥
．
臨
（
在
位
一
五
〇
一
i
一
五
二
四
）
や
タ
フ
マ
ー
ス
プ
に
よ

っ
て
重
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
㊤
智
囚
霞
曽
猷
以
降
、
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ピ
ー
シ
ュ
・
ナ
マ
ー
ズ
（
礼
拝
の
灘
師
）
と
い
っ
た
役
職
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ア
ラ
ブ
出
身
の
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
を
中
心
と
し
て
、
君
主
に
よ
っ
て
任
免
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ピ
ー
シ
ュ
・
ナ
マ
ー
ズ
と
し
て
ア
ラ
ブ
出
身
者
の
名
が
挙
が
る
の
は
＝
半
世
紀
後
半
の
こ
と

で
あ
る
が
（
衷
2
⊥
③
⑨
）
、
王
朝
側
か
ら
任
命
さ
れ
る
彼
ら
の
存
在
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
シ
ー
ア
派
政
権
下
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
シ
ー
ア
派

の
学
問
活
動
が
始
動
し
た
。

　
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
期
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
最
初
に
活
動
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
ア
ラ
ブ
出
身
の
ρ
や
頃
霧
ρ
菖
と
伊
智
O
ρ
官
旨
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

あ
る
。
彼
ら
は
一
五
一
〇
年
頃
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
論
争
を
行
っ
た
。
そ
の
際
巴
－
囚
錠
㊤
風
は
、
当
時
数
女
の
点
に
お
い
て
非
難
さ
れ
て
い
た
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ブ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
を
弁
護
す
る
立
場
を
と
り
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
二
形
を
執
筆
し
て
い
る
。
サ
ブ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
最
初
期
の
思
想
形
成
に
非
常
に
大
き
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表
2
－

1
6世

紀
マ

シ
ュ
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サファヴa一朝支配下の墾地マシュハド（守川）

な
影
響
を
与
え
た
こ
の
二
人
の
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
マ
シ
晶
ハ
ド
で
の
論
争
が
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
一
丁
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
諸
学
の
起
点
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
活
動
し
て
い
た
の
か
。
ニ
ハ
世
紀
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
活
動
し
た
主
要
な
ウ
ラ
マ
1
の
経
歴
を
、
第
一
世

代
（
①
②
）
、
第
二
世
代
（
③
1
⑨
）
、
第
三
世
代
（
⑩
一
⑬
）
の
三
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
抽
出
し
て
検
討
し
よ
う
（
表
2
参
照
）
。

〈
第
一
世
代
〉

・
蜜
同
H
匡
ロ
．
狩
N
簿
学
∪
冒
鼠
亘
ザ
㊤
日
導
ρ
山
げ
．
ω
げ
9
1
げ
日
置
ρ
同
巴
－
∪
冒
H
無
ゆ
げ
働
巳
（
表
2
一
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
イ
ス
フ
ァ
ハ
イ
ソ
の
ナ
キ
ー
プ
の
家
系
に
属
す
。
イ
ラ
ー
ケ
・
ア
ジ
ャ
ム
の
最
も
丁
寧
に
し
て
学
識
あ
る
サ
イ
イ
ド
で
あ
り
、
一
五
二
四
年

頃
に
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ
っ
た
［
欝
§
噂
8
。
。
］
。
法
学
に
精
通
し
、
法
学
関
係
の
諸
問
題
の
大
半
を
㊤
学

国
震
ρ
餌
の
も
と
で
学
び
、
彼
に
優
遇
さ
れ
た
窟
富
§
”
お
㎝
回
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
一
五
二
一
一
二
二
年
に
は
ゆ
7
国
ρ
轟
断
の
敵
対
者
と

目
さ
れ
る
巴
b
暮
嵩
か
ら
も
イ
ジ
ャ
！
ザ
（
教
導
許
可
）
を
受
け
て
い
る
［
愚
”
H
”
卜
。
9
。
　
一
五
三
一
－
三
二
年
に
ρ
7
囚
錠
餌
ぼ
の
推
薦
に
よ21　（187）



り
サ
ド
ル
職
に
就
任
し
、
五
年
間
サ
ド
ル
を
勤
め
、
そ
の
間
に
シ
ャ
リ
ー
ア
の
普
及
や
ビ
ド
ア
（
異
端
）
の
排
斥
に
尽
力
し
た
窟
富
§
℃
き
2
。

　
あ
る
宮
廷
医
師
の
誕
言
に
よ
っ
て
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
寵
を
失
い
、
第
四
次
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
遠
征
の
際
に
サ
ド
ル
職
を
罷
免
（
一
五
三
七
年
）
さ

れ
て
か
ら
は
レ
ザ
ー
廟
に
居
住
し
、
信
仰
の
諸
学
問
（
、
巳
ロ
ヨ
漏
臼
三
滝
ρ
）
の
教
導
（
帥
繍
審
）
や
礼
拝
に
従
事
し
た
冨
富
§
藁
8
］
。
一
五
四
五

一
四
六
年
、
メ
ッ
カ
巡
礼
に
行
く
途
中
バ
ス
ラ
で
死
去
し
た
。

〈
第
工
世
代
〉

・
冨
伊
薯
団
ゆ
帥
．
》
び
幽
諺
一
団
げ
び
●
冒
ゆ
廿
ヨ
9
α
ω
げ
醐
ω
げ
欝
該
（
表
2
1
④
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
シ
ュ
ー
シ
ュ
タ
ル
出
身
。
若
い
頃
に
シ
ー
ラ
ー
ズ
で
理
性
に
よ
る
諸
学
（
．
巳
ロ
ヨ
高
導
p
．
ρ
巳
）
を
学
ん
だ
後
、
ア
ラ
ブ
地
域
へ
行
き
、
そ
の
地

の
学
老
た
ち
と
交
流
を
持
つ
。
中
で
も
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
ー
ミ
ル
出
身
の
学
者
と
交
流
し
、
法
源
論
（
質
q
・
望
）
に
通
暁
す
る
。
そ
の
後
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
三
朝
宮
廷
に
行
き
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
も
と
に
伺
候
す
る
が
、
ほ
ど
な
く
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
．
移
住
す
る
許
可
を
得
て
イ
マ
ー
ム
・
レ
ザ
ー
の
墓

の
側
に
住
み
、
諸
学
の
教
導
や
信
仰
の
普
及
に
勤
め
た
冒
」
睡
卜
同
鰹
］
。

　
彼
は
一
六
世
紀
末
の
マ
シ
ェ
ハ
ド
を
代
表
す
る
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ウ
ラ
マ
ー
の
最
高
位
に
位
置
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
彼
は
、
一
五
八
五
年
、
冨
焉
。
。
ぼ
α
ρ
巳
圃
機
げ
9
が
ア
ッ
パ
：
ス
：
ミ
ー
ル
ザ
ー
を
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
連
れ
て
き
た
時
に
、
ア
ヅ
パ
ー
ス
の

腰
帯
を
結
び
マ
シ
ェ
ハ
ド
で
即
位
の
儀
を
執
り
行
っ
た
［
宍
ミ
禽
ミ
鰯
お
①
］
。
さ
ら
に
、
鼠
霞
ω
馨
α
ρ
巳
圃
囚
げ
四
昌
に
よ
り
ア
ヅ
バ
ー
ス
の
教
師

に
任
じ
ら
れ
［
審
醤
§
さ
・
。
㎝
冷
、
良
き
相
談
相
手
と
し
て
ア
ッ
バ
ー
ス
に
重
用
さ
れ
た
霜
箆
山
外
輩
出
。
こ
の
よ
う
な
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
．
》
σ
O
ρ
㍗
試
口
、
巨
昌
国
げ
9
の
侵
攻
時
に
、
彼
は
ア
ヅ
バ
ー
ス
に
対
し
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
荒
廃
を
訴
え
る
書
簡
を
送
り
、
そ
の
書
簡

が
ア
ッ
バ
ー
ス
を
マ
シ
ュ
ハ
ド
遠
征
に
駆
り
立
て
る
ほ
ど
の
効
力
を
奏
し
た
と
言
え
る
［
肉
ぎ
§
鼻
。
。
㊤
①
］
。
反
面
、
レ
ザ
ー
廟
の
シ
ー
ア
派
ウ

ラ
マ
ー
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
た
め
に
、
マ
シ
ェ
ハ
ド
陥
落
時
に
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
よ
っ
て
捕
虜
と
し
て
連
行
さ
れ
た
。
彼
は
マ
ー
・
ワ
ラ
ー
・

ア
ン
ナ
フ
ル
で
タ
キ
ー
ヤ
（
信
仰
の
秘
匿
）
を
行
い
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
と
し
て
振
る
舞
う
が
、
「
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
狂
信
者
た
ち
」
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
、
遣
体
は
焼
か
れ
た
［
映
ぎ
ミ
魯
さ
。
。
⑩
。
。
1
。
。
⑩
P
↓
嵐
睡
銅
描
凹
。
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〈
第
三
世
代
〉

・
Q
Q
げ
㊤
団
犀
げ
い
耳
h
》
嵩
9
1
げ
げ
。
、
》
げ
α
㊤
賢
閤
霧
圓
白
属
㊤
題
同
（
表
2
一
⑭
）

　
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
ー
ミ
ル
地
方
の
マ
イ
ス
出
身
。
高
名
な
シ
1
ア
派
法
学
者
ω
冨
団
園
げ
H
び
繊
冨
ヨ
嵐
ρ
鴇
同
の
孫
。
若
い
頃
に
レ
ザ
ー
廟
に
参

詣
し
、
冨
ρ
乱
9
1
鼠
．
b
σ
α
と
団
げ
ω
げ
留
算
ρ
抵
を
筆
頭
と
す
る
レ
ザ
ー
廟
の
ウ
ラ
マ
ー
に
師
事
。
法
学
に
通
暁
し
、
レ
ザ
ー
廟
の
教
師
（
ヨ
午

山
陪
審
）
の
一
員
と
な
る
。
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
侵
攻
時
に
救
出
さ
れ
て
か
ら
は
宮
廷
に
行
き
、
し
ぼ
ら
く
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
で
教
授
に
従
事
す
る
。
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ア
ヅ
パ
ー
ス
の
命
に
よ
り
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
移
る
。
ア
ヅ
バ
ー
ス
は
王
の
モ
ス
ク
の
側
に
彼
の
名
を
冠
し
た
モ
ス
ク
を
建
設
、
彼
は
そ
の
モ

ス
ク
で
法
学
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
の
教
授
に
勤
し
ん
だ
肩
匡
鼠
餌
嵩
岱
。
一
六
ニ
工
房
に
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
病
死
し
た
冒
箆
臥
鋲
日
8
・
。
］
。

・
O
餅
貸
累
岡
諺
一
団
げ
び
・
ω
げ
霞
罵
¢
。
一
－
∪
冒
ω
げ
房
算
㊤
凱
蜜
舘
．
。
・
「
の
欝
（
表
2
1
⑫
）

　
シ
ュ
ー
シ
ュ
タ
ル
の
竃
錠
．
霧
日
家
の
サ
イ
イ
ド
。
ミ
裳
、
§
§
§
の
著
者
。
彼
の
父
は
巴
わ
ρ
歯
止
の
も
と
で
シ
ャ
リ
ー
ア
の
注
釈
を
学
び
、

イ
ジ
ャ
ー
ザ
を
受
け
て
い
る
［
ミ
ミ
蟄
§
”
卜
⊃
ω
讐
亀
鰯
困
”
b
。
①
』
ご
。
一
五
七
一
年
に
「
参
詣
と
学
問
習
得
の
た
め
に
」
故
郷
を
出
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
へ

行
き
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
竃
ρ
芝
㌫
品
．
諺
げ
α
騨
￥
≦
書
箆
（
表
2
1
⑤
）
に
師
事
す
る
。
し
か
し
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
の
内
証
に
よ
り
騒
乱
が
絶
え

な
い
た
め
、
一
五
八
四
年
に
イ
ン
ド
へ
移
り
、
ム
ガ
ル
朝
の
ア
ク
バ
ル
に
仕
え
た
［
ミ
ミ
＆
§
い
・
。
㎝
］
。
彼
は
、
シ
ー
ア
派
信
奉
老
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ア
ク
バ
ル
の
も
と
で
厚
遇
さ
れ
、
ラ
ホ
ー
ル
の
大
力
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
、
ス
ン
ナ
派
四
駅
学
派
の
見
解
に
従
っ
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

出
し
た
。
一
六
一
〇
年
に
狂
信
的
な
ス
ン
ナ
派
教
徒
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

　
以
上
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
活
動
し
た
ウ
ラ
マ
ー
の
中
か
ら
、
主
要
な
数
人
の
経
歴
を
詳
し
く
見
た
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
他
の
ウ

　
　
⑫

ラ
マ
ー
も
含
め
て
彼
ら
の
経
歴
を
世
代
ご
と
に
検
討
す
る
と
、
第
一
世
代
は
、
樹
ド
げ
似
日
と
図
冨
票
㊤
》
ω
巴
》
｝
一
9
1
げ
（
表
2
1
②
）
以
外
に

は
殆
ど
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
シ
ー
ア
派
諸
学
に
通
じ
た
彼
ら
の
よ
う
な
イ
ラ
ン
出
身
の
学
識
者
た
ち
が
教
授
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と

が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
第
二
世
代
は
、
ア
ラ
ブ
出
身
者
で
、
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ピ
ー
シ
ュ
・
ナ
マ
ー
ズ
と
し
て
任
命
さ
れ
た

ω
げ
醸
三
又
口
ω
p
団
昌
（
蓑
2
一
③
）
や
ω
げ
醸
犀
げ
男
9
分
ヒ
団
げ
（
表
2
i
⑨
）
が
教
授
を
兼
ね
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、
寓
餌
≦
団
融
．
b
げ
α
と
筋
げ
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や
諸
騨
乱
9
1
轟
．
諺
σ
α
餌
7
≦
習
δ
と
い
っ
た
イ
ラ
ン
出
身
者
た
ち
が
、
ア
ラ
ブ
地
域
や
ア
ラ
ブ
の
シ
ー
ア
派
法
学
者
か
ら
学
ん
だ
後
に
、
マ

シ
ュ
ハ
ド
に
移
住
し
、
教
授
と
し
て
活
動
し
た
。
さ
ら
に
、
第
三
世
代
に
な
る
と
、
は
じ
め
か
ら
レ
ザ
ー
廟
で
学
問
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

に
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
訪
れ
、
第
二
世
代
の
教
授
陣
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
表
2
i
⑪
⑫
⑬
）
。
こ
の
よ
う
な
世
代
ご
と
の
推
移
は
、

徐
女
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
の
学
問
的
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
ま
た
、
第
一
・
第
二
世
代
の
学
者
た
ち
が
ア
ラ
ブ
と

関
係
の
深
い
こ
と
か
ら
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
、
ア
ラ
ブ
の
伝
統
的
な
シ
ー
ア
派
諸
学
が
継
承
さ
れ
た
と
見
な
し
得
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
学
問
的
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
賦
養
ミ
に
は
、
九
八
○
年
ラ
ジ
ャ
ブ
月
（
一
五
七
二
年
一
一
1
＝
一
月
）
に
、
タ

フ
マ
ー
ス
プ
が
自
分
の
教
師
（
日
償
．
巴
嵩
ヨ
）
で
あ
っ
た
潔
＠
月
旦
鼠
》
ぬ
帥
島
島
円
㊤
σ
昌
N
圃
（
表
2
1
⑧
）
に
出
し
た
レ
ザ
ー
廟
の
マ
ド
ラ
サ
で
の

教
授
の
許
可
証
（
喝
胃
三
門
匿
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
［
嵩
鼻
昌
“
・
。
3
ρ
も
宅
£
。
こ
の
許
可
証
か
ら
、
主
と
し
て
神
学
（
冨
団
銅
山
ヨ
騨
欝
ム

．
巴
相
即
）
、
法
源
論
（
自
。
。
鶏
）
、
法
学
（
ゆ
骨
）
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
（
冨
巳
夢
）
な
ど
シ
ー
ア
派
諸
学
全
般
が
教
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加

え
て
、
鼠
p
妻
白
鷺
．
b
げ
α
と
厨
げ
Q
o
げ
q
ω
馨
p
嵩
が
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
六
下
で
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
と
し
て
振
る
舞
っ
た
り
、
ρ
似
禽
翻
身
巴
鼠
げ

が
イ
ン
ド
で
四
法
学
派
に
応
じ
て
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
出
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
シ
ー
ア
派
法
学
と
ス
ン
ナ
派
法
学
の
双
方
に
通
暁

し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
後
述
す
る
崔
ρ
甫
団
鼠
鼠
¢
冨
導
き
巴
霞
目
げ
ぽ
ρ
閃
男
島
雷
ヨ
α
画
昌
（
蓑
2
1
⑥
）
の
書
簡
か
ら
も
、
彼
の
ス

ン
ナ
・
ハ
デ
ィ
ー
ス
等
へ
の
造
詣
の
深
さ
が
窺
わ
れ
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ウ
ラ
マ
ー
は
総
じ
て
、
シ
ー
ア
派
諸
学
を
中
心
に
イ
ス
ラ
ム
学
全
般
に

秀
で
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
、
ア
ラ
ブ
の
伝
統
に
基
づ
い
た
正
統
な
シ
ー
ア
派
の
教
義
や
学
問
を
学
ぶ
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
六
世
紀
の
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
世
界
で
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
未
だ
二
流
の
地
で
あ
り
、
ア
ラ
ブ
地
域
の

シ
ー
ア
派
諸
学
の
中
心
地
で
あ
る
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
ー
ミ
ル
や
ナ
ジ
ャ
フ
に
は
到
底
及
ぱ
な
か
っ
た
。
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
の
学
問
に
飽
き
足
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ナ
ジ
ャ
フ
に
勉
学
に
赴
く
例
も
あ
る
。

　
し
か
し
問
題
を
イ
ラ
ン
国
内
、
す
な
わ
ち
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
領
内
に
限
っ
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
第
一
級
の
一
ニ
イ
マ
ー
ム
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派
シ
ー
ア
派
諸
学
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
タ
フ
マ
ー
ス
プ
麗
去
時
に
活
躍
し
て
い
た
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て

冨
瓜
」
に
名
前
の
挙
が
る
ウ
ラ
マ
ー
の
半
数
以
上
が
、
そ
の
時
期
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
何
ら
か
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
特
に
一
六
世
紀
後
半
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
学
問
習
得
の
た
め
に
訪
れ
た
Q
o
げ
ρ
団
犀
げ
U
具
h
と
団
財
や
ρ
簿
臼
乞
剖
と
団
げ
た
ち
が
、
そ

の
後
一
流
の
学
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
領
内
で
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
学
問
的
水
準
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
六
世
紀
後
半
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ウ
ラ
マ
ー
は
、
当
時
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
を
代
表
す
る
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

図
　
＝
一
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
進
出
と
そ
の
影
響

　
で
は
、
一
六
世
紀
に
な
っ
て
新
た
に
続
女
と
移
住
し
て
き
た
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
存
在
は
、
マ
シ
ェ
ハ
ド
で
は
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
先
に
挙
げ
た
許
可
証
で
は
、
日
匿
げ
薫
香
の
場
合
、
年
間
総
額
三
〇
タ
ブ
リ
ー
ズ
ィ
ー
・
ト
ゥ
マ
ソ
の
俸
給
が
レ
ザ
ー
廟
の
ワ
ク
フ
財
か
ら
支

払
わ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
窟
冠
ミ
”
目
”
b
。
零
呂
。
第
三
早
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
俸
給
は
タ
フ
マ
ー
ス
プ
自
身
の
ワ
ク
フ
財
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
円
ゆ
耳
H
禺
が
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
許
可
に
よ
っ
て
教
授
と
し
て
赴
任
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
際
タ
フ
マ
ー
ス
プ
が
彼
に
経
済
的
保
障
を
確
約
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
彼
の
他
に
も
教
授
と
な
っ
た
ウ

ラ
マ
ー
の
中
に
は
、
移
住
前
に
直
接
宮
廷
で
王
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
表
2
1
④
⑤
、
ま
た
③
⑨
は
任
命
）
。
彼

ら
の
場
合
に
も
、
お
そ
ら
く
↓
僧
ぴ
昌
島
と
同
様
の
許
可
証
が
発
行
さ
れ
、
経
済
的
な
保
障
が
約
束
さ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
と
世
俗
君
主
と
の
関
係
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
創
設
時
に
巴
わ
帯
出
躊
が
君
主
か
ら
の
報
奨
を
拒
否
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

態
度
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
シ
ー
ア
派
信
仰
を
掲
げ
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
が
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
国
家
と
し
て
確
立
さ
れ
た

一
六
世
紀
中
葉
以
降
は
、
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
側
も
王
朝
の
経
済
力
を
頼
り
に
行
動
し
た
と
雷
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、

彼
ら
は
「
信
仰
と
学
問
に
従
事
す
る
」
と
い
う
脱
世
俗
的
な
目
的
を
掲
げ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
移
住
し
て
は
い
る
が
、
移
住
先
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
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朝
領
内
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
場
合
、
彼
ら
は
世
俗
の
王
朝
と
無
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
緊
密
で
あ
っ
た
場
合
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ア
ッ
バ
ー
ス
と
懇
意
で
あ
っ
た
冨
伊
註
習
9
1
、
b
げ
α
と
団
げ
ω
財
留
馨
霞
剛
な
ど
は
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
冨
ρ
≦
団
昌
9
1
、
b
げ
α

㊤
7
類
習
賦
の
よ
う
に
、
ウ
ラ
マ
ー
の
中
に
は
、
宮
廷
で
の
騒
乱
を
嫌
っ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
移
住
し
た
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
宮
廷

の
ウ
ラ
マ
ー
ほ
ど
直
接
世
俗
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
い
る
限
り
、
彼
ら
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
密
接

な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
そ
の
庇
護
下
に
暮
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
と
王
朝
の
相
互
依
存
と
い
う
関
係
の
密
接
さ
は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
有
力
者
層
全
体
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
！
朝
に
対

す
る
姿
勢
に
変
化
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
に
＝
ハ
世
紀
中
に
、
サ
イ
イ
ド
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
に
よ
っ
て
庇
護
さ
れ
る
存
在
と
な

　
　
　
⑯

っ
て
い
た
。
本
来
の
有
力
者
層
の
中
心
を
占
め
て
い
た
サ
イ
イ
ド
に
加
え
て
、
サ
イ
イ
ド
以
上
に
影
響
力
の
あ
っ
た
、
新
勢
力
の
シ
ー
ア
派
ウ

ラ
マ
ー
層
が
同
様
に
王
朝
に
よ
っ
て
優
遇
さ
れ
た
た
め
に
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
シ
ー
ア
派
化
が
促
進
さ
れ
る
と
同
時
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
皇
朝
政

権
に
対
し
て
の
帰
属
意
識
が
芽
生
え
た
。

　
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
有
力
者
層
の
帰
属
意
識
は
、
彼
ら
の
一
六
世
紀
初
頭
と
一
六
世
紀
末
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
対
す
る
対
応
を
比
べ
て
み
る
と
、
よ

り
明
確
と
な
ろ
う
。

　
一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
サ
イ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
有
力
君
た
ち
は
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
支
配
を
交
互

に
受
け
る
激
動
期
に
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
政
権
に
の
み
、
帰
順
す
る
の
で
は
な
く
、
両
政
権
の
支
配
を
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ

　
　
⑰

て
い
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
の
生
命
は
保
証
さ
れ
、
彼
ら
は
ど
ち
ら
の
政
権
か
ら
も
サ
イ
イ
ド
と
し
て
尊
崇
を
享
受
し
得
た
。
し
か
し
、
新
た
に

移
住
し
て
き
た
ウ
ラ
マ
ー
層
は
、
同
じ
シ
ー
ア
派
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
多
大
な
庇
護
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
権
に
加
担
し
た
。
一
六
世
紀
末
、
彼
ら
は
、
直
前
の
ヘ
ラ
ー
ト
征
服
時
に
住
民
を
虐
殺
し
た
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
対
し
て
恭
順
の

姿
勢
を
と
っ
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
諸
ρ
乱
働
口
帥
．
諺
げ
α
と
賊
げ
ω
げ
留
謀
霞
矧
は
ア
ヅ
バ
ー
ス
に
援
軍
を
要
請
し
、
国
資
。
。
け
ρ
欝
α
9
1
践
は
、

ウ
ズ
ベ
ク
側
の
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
に
反
駁
の
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
行
動
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
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朝
を
庇
護
者
と
見
な
し
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
に
対
し
て
は
敵
対
す
る
と
同
時
に
、
思
想
面
で
の
専
門
家
と
し
て
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア

派
信
仰
を
擁
護
し
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
＝
ハ
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
シ
ー
ア
派
政
権
庇
護
下
の
聖
地
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
と
シ
ー
ア
派
王

朝
は
当
然
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
。
そ
の
関
係
は
、
王
朝
か
ら
は
経
済
面
や
軍
事
面
で
の
保
護
が
ウ
ラ
マ
ー
に
与
え
ら
れ
、
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
は

思
想
面
で
の
擁
護
が
王
朝
に
対
し
て
為
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
こ
の
時
期
に
レ
ザ
ー
廟
を
中
心
と
し
て
都
市
全
体
で
行
わ
れ

た
と
い
う
点
に
、
聖
地
で
あ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
特
異
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
シ
ー
ア
派
聖
地
で
あ
る
た
め
に
他
都
市
と
は
大
き
く
異
な
り
、
都
市
の
動
向
を
決
定
す
る
有
力
者
層
に
シ
ー
ア
派

ウ
ラ
マ
ー
が
進
出
し
た
こ
と
で
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
シ
ー
ア
派
化
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
ウ
ラ
マ
ー
が
王
朝
側
と
結
束
し
、
そ
の

利
害
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
面
で
は
危
険
も
伴
う
。
そ
の
危
険
が
現
実
と
な
っ
た
の
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
一
五
八
九
年
の

ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
侵
攻
と
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
陥
落
で
あ
っ
た
。

①
　
中
で
も
イ
マ
ー
ム
・
レ
ザ
ー
と
そ
の
父
ム
ー
サ
ー
（
第
七
代
イ
マ
ー
ム
）
の
子

　
孫
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
；
§
、
↓
ミ
蕊
斜
ご
一
峯
］
。

　
穿
言
置
に
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
来
期
の
有
力
者
た
ち
の
略
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

　
が
、
　
ω
β
鐸
閻
μ
畑
β
ω
p
望
鵠
諸
罧
N
澗
時
代
（
点
仕
位
一
四
七
〇
一
一
五
〇
六
）
に
は
、

　
ム
ー
サ
ー
家
と
レ
ザ
ー
家
の
ナ
キ
ー
プ
た
ち
を
統
括
す
る
三
人
の
ナ
キ
ー
プ
の
名

　
が
列
伝
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
［
穿
ミ
黛
ω
G
。
ω
］
。

②
　
一
ニ
イ
マ
ー
ム
派
ウ
ラ
マ
ー
の
存
在
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
以
前
の
マ
シ
ュ
ハ

　
ド
で
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ス
ン
ナ
派
政
権
で
あ
っ
た
テ
ィ
ム
ー
ル
朝

　
期
に
は
、
著
名
な
ウ
ラ
マ
ー
は
大
半
が
首
都
ヘ
ラ
ー
ト
で
活
躍
し
て
お
り
、
一
方

　
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
曇
期
か
ら
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
初
期
に
か
け
て

　
は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
出
身
の
サ
イ
イ
ド
が
、
既
述
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
、

　
カ
ー
デ
ィ
ー
や
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
っ
た
専
門
的
知
識
を
要
す
る
宗

　
教
関
係
の
職
種
を
も
担
っ
て
い
た
［
梵
＆
轡
》
Q
。
。
。
舎
禽
出
。

③
タ
フ
マ
ー
ス
プ
擁
翼
翼
（
一
五
七
六
年
）
に
活
躍
し
て
い
た
主
要
な
ウ
ラ
マ
ー

　
の
列
伝
で
あ
り
、
一
一
人
の
ウ
ラ
マ
ー
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
七
人

　
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
と
関
係
す
る
［
↓
這
鼠
き
三
軒
嵩
Q
。
］
。

④
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
初
期
の
君
主
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
と

　
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
一
ニ
イ
マ
ー
ム
派
の
拠
点
で
あ
る
パ
フ
ラ
イ
ン
や
ジ
ャ
バ
ル
・

　
ア
ー
ミ
ル
か
ら
多
数
の
学
者
を
イ
ラ
ン
に
罫
書
し
、
彼
ら
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の

　
正
統
な
シ
ー
ア
派
化
に
貢
献
し
た
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
累
。
毛
ヨ
き
は
こ

　
の
説
を
否
定
し
、
実
際
に
は
ア
ラ
ブ
の
学
者
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派

　
信
仰
へ
の
嫌
悪
感
と
移
住
ウ
ラ
マ
ー
の
先
駆
者
で
あ
る
巴
－
魏
碧
伊
召
へ
の
反
感
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か
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
を
忌
避
し
続
け
た
こ
と
を
闘
ら
か
に
し
た
写
・
冒

　
冥
⑦
零
ヨ
p
ジ
、
、
8
ぴ
。
直
属
昏
o
h
汁
げ
0
9
0
鼠
。
密
議
凶
σ
Q
H
ρ
鉱
。
目
8
ω
鋒
p
蔑
錠
H
冨
昌
”

　
〉
雪
げ
ω
ぼ
搾
o
O
℃
℃
o
ω
搾
ざ
口
8
．
〉
一
団
p
一
－
H
ハ
母
p
犀
回
匿
μ
α
ω
鶏
騨
を
筏
ω
げ
帥
帥
ω
旨
．
．
㌧

　
b
緒
ミ
ミ
§
頓
ミ
§
窮
ω
ω
（
一
㊤
り
ω
）
〔
以
下
客
①
ぞ
巨
雪
お
O
ω
と
略
〕
］
。

⑤
こ
れ
ら
の
職
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
の
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

　
ω
．
〉
．
〉
こ
。
ヨ
四
コ
9
§
馬
砺
為
霜
§
§
ミ
Q
o
翫
自
9
ミ
暮
馬
ミ
織
昏
§
争
乱
§
嵩
」
淘
恥
－

　
識
短
s
3
害
ミ
識
“
ミ
O
唖
§
、
㌧
ミ
ミ
的
。
職
ミ
ミ
O
趣
§
蝿
馬
§
砺
ミ
、
勘
下
等
ミ
回
》
o
ミ

　
、
ぎ
切
馬
触
§
§
酷
8
㎏
心
心
O
輸
O
註
o
p
σ
q
o
p
⇔
α
い
。
瓢
山
o
P
お
◎
Q
♪
お
り
占
ω
b
o
を
参
照

　
さ
れ
た
い
。

⑥
両
者
の
論
争
に
つ
い
て
は
累
。
ぞ
偽
書
お
Φ
ら
。
”
。
。
㌣
曽
が
詳
し
い
。

⑦
　
一
男
イ
マ
ー
ム
派
の
法
学
書
ミ
翁
正
目
㍗
誉
誉
嵐
途
と
一
　
一
人
目
カ
リ
フ
の
呪

　
誼
を
認
め
た
惹
趣
ミ
ミ
ー
ト
§
ミ
醤
卜
騎
、
壽
ミ
ー
旨
ミ
ミ
魯
．
㍗
璽
ミ
の
二
書

　
で
あ
る
［
鼠
’
8
●
U
倒
巳
。
。
9
p
讐
爵
＼
．
磯
遊
翠
蔓
α
。
舘
N
。
巳
p
σ
q
倒
鼠
－
覧
ω
ゲ
習

　
月
計
げ
讐
餌
。
・
げ
切
9
富
≦
同
．
¢
§
ミ
費
略
帖
b
ミ
職
客
神
袋
出
職
追
画
逗
職
§
量
ミ
き
黛
、
S
勘
ミ
義

　
N
§
翁
ミ
略
帖
さ
句
§
論
糺
刈
一
心
（
お
8
）
O
の
『
－
り
①
○
。
］
。

⑧
彼
の
一
族
に
つ
い
て
は
、
幻
．
ρ
巳
『
言
σ
Q
函
o
o
げ
ρ
N
卦
ぎ
9
こ
§
頓
・
§
ミ
ミ
・

　
冒
｝
さ
§
ミ
ミ
“
㍉
肉
§
切
馬
匙
・
ミ
偽
鍵
ミ
博
ミ
無
鴇
ぎ
§
の
ミ
職
粛
湧
暮
詩
ミ
晒
国
皇
后
σ
霞
α
q

　
隔
ヨ
切
器
械
σ
q
p
口
、
5
。
。
O
、
b
。
一
？
b
。
お
に
各
人
物
の
略
歴
と
系
図
が
付
さ
れ
て
い
て
、

　
今
日
で
は
不
十
分
な
点
も
あ
る
が
、
参
考
に
な
る
。

⑨
同
じ
く
シ
ュ
ー
シ
ュ
タ
ル
出
身
の
ω
冨
望
犀
汀
．
＞
9
≧
厩
げ
。
。
葛
昌
冨
嵩
と
い

　
う
同
名
の
ウ
ラ
マ
ー
が
存
在
し
、
混
同
し
や
す
い
。
彼
の
父
親
の
名
は
聖
岳
我
⇔
。

⑩
　
王
の
広
場
に
隣
接
す
る
モ
ス
ク
鼠
窃
廿
早
一
〇
Q
冨
覧
易
い
口
覧
〉
一
団
げ
の
こ
と
。

⑪
彼
の
兄
弟
の
一
人
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
留
ま
り
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
侵
攻
の
際
に
マ

　
シ
ュ
ハ
ド
で
殉
教
し
た
門
物
越
§
§
ひ
ω
謡
。
因
み
に
、
ミ
ミ
＆
§
物
の
著
者
竃
騨

　
．
〉
蜀
”
p
7
霞
ξ
に
は
O
月
山
累
母
≧
団
ロ
の
息
子
で
あ
る
。

⑫
ω
團
冨
望
写
側
ロ
ω
p
嘱
ロ
．
囹
巨
冒
（
表
2
一
③
）
に
つ
い
て
は
、
〉
’
ト
累
・
毛
ヨ
p
戸

　
馬
へ
日
O
巽
9
屈
ユ
ω
即
幻
O
O
O
切
鉱
α
O
H
帥
鉱
O
謬
O
断
陸
げ
O
、
H
ω
h
騨
ロ
麟
昌
ω
O
げ
O
O
一
　
〇
h
　
勺
ぴ
訟
O
の
O
－ 　

℃
げ
嘱
、
“
ω
7
騨
望
罪
げ
し
σ
騨
び
四
、
一
㊤
昌
α
昏
。
切
。
ぽ
o
h
昏
。
ω
鑑
9
宅
置
、
q
冨
ヨ
叫
、
、
℃

　
的
ミ
賊
簿
ミ
ミ
ミ
嶺
凸
（
お
。
。
Φ
）
♂
㊤
1
嵩
一
を
、
及
び
竃
胃
出
盛
p
ヨ
ヨ
巴
】
副
ぬ
蹄

　
ご
四
ヨ
鑑
（
表
2
一
⑬
）
に
つ
い
て
は
、
ω
●
類
．
忽
毬
さ
、
．
ω
喩
言
鐸
巴
寓
。
〈
o
日
。
馨
ω
、

　
℃
け
謬
。
。
・
o
℃
び
団
即
昌
山
8
げ
①
鼠
。
σ
Q
畷
ぎ
旨
①
ω
寡
占
く
置
勺
。
ユ
。
α
．
、
噸
§
鴨
O
ミ
｝
＆
蕊
譜
恥

　
ミ
乳
。
迷
ミ
等
。
き
く
o
ド
ρ
お
O
ω
㌧
①
＄
占
圃
α
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
竃
帥
毛
萄
鼠
．
》
σ
山
〉
＝
葺
く
p
銭
同
（
一
五
七
四
年
頃
没
）
は
、
マ
シ
ェ
ハ
ド
で

　
教
師
を
つ
と
め
る
が
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
や
法
学
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
ナ
ジ
ャ
フ
へ

　
行
く
。
し
か
し
ナ
ジ
ャ
フ
で
も
満
足
で
き
ず
に
ジ
ャ
バ
ル
・
ア
！
ミ
ル
へ
行
き
、

　
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
研
究
に
従
事
し
た
と
い
う
［
さ
袋
醤
魯
ひ
α
Q
。
8
り
り
◎
。
】
。
こ
れ
は
当

　
時
の
シ
ー
ア
派
世
界
で
の
シ
ー
ア
派
研
究
の
伝
統
あ
る
い
は
権
威
の
差
を
示
唆
し

　
て
い
よ
う
。
尚
、
シ
ー
ア
派
諸
学
の
中
心
地
の
誌
代
的
な
推
移
に
つ
い
て
は
、
蜜
・

　
】
≦
O
旨
⑦
P
鼠
遣
ご
N
譜
O
乱
裳
も
畿
O
匿
8
い
為
凡
、
帖
翻
、
§
ぎ
緊
9
〈
国
㊤
く
①
5
甲
声
ユ
い
O
口
α
O
P

　
H
り
。
。
伊
2
i
嫁
α
に
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑭
　
一
五
八
九
年
に
ウ
ズ
ベ
ク
軍
が
レ
ザ
ー
廟
に
侵
攻
し
た
際
、
胎
内
の
図
書
館

　
（
騨
h
け
餌
σ
1
犀
口
圃
5
P
）
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
最
も
遠
い
諸
都
市
か
ら
集
め
ら
れ
た
様

　
々
な
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
［
↓
鼠
鼠
き
酷
q
。
］
。
　
ま
た
、
　
マ
シ
ュ
ハ
ド
を

　
奪
回
し
た
ア
ッ
バ
ー
ス
は
一
六
〇
六
年
に
レ
ザ
ー
廟
と
サ
フ
ィ
i
廟
に
書
物
の
ワ

　
ク
フ
を
行
い
、
レ
ザ
ー
廟
に
は
「
法
学
、
コ
ー
ラ
ン
解
釈
学
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
の

　
書
な
ど
ア
ラ
ビ
ア
語
や
学
問
の
書
」
を
、
サ
フ
ィ
ー
廟
に
は
「
歴
史
書
、
詩
集
、

　
ア
ジ
ャ
ム
の
人
の
著
作
な
ど
ペ
ル
シ
ア
語
の
書
」
を
寄
進
し
た
［
目
鼠
』
餌
蕊
昌
。

　
こ
の
寄
進
内
容
か
ら
も
、
シ
ー
ア
派
諸
学
に
傑
出
し
て
い
た
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
学
問

　
の
性
格
が
読
み
と
れ
よ
う
。

⑮
巴
わ
碧
同
論
の
場
合
、
イ
マ
ー
ム
不
在
蒔
の
蝕
俗
君
主
は
圧
制
者
で
あ
る
と
の

　
シ
ー
ア
派
法
学
の
見
解
に
従
っ
て
行
動
し
、
看
主
か
ら
の
報
奨
は
「
日
瞑
す
昌
（
望

　
ま
し
く
な
い
こ
と
）
」
と
見
な
し
享
受
し
な
か
っ
た
［
穿
ミ
黛
戴
ρ
O
到
。
。
蒔
？

　
ω
黛
］
。
9
㌘
囚
9
冨
冨
は
彼
と
は
対
照
的
に
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
か
ら
ソ
ユ
ル
ガ
ル
を

　
は
じ
め
数
々
の
報
奨
を
受
け
た
。
一
方
で
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
金
曜
日
の
夜
と
昼
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に
は
シ
ー
ア
派
の
ウ
ラ
マ
ー
に
金
貨
を
下
賜
す
る
な
ど
、
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
を

　
優
遇
す
る
政
策
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
［
さ
ミ
蓼
ミ
い
紹
G
。
］
。
　
こ
の
よ
う
な
政
策

　
が
日
常
化
す
る
と
、
餌
一
b
帥
葛
一
の
よ
う
な
ウ
ラ
マ
ー
は
少
数
派
に
属
し
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。

⑯
　
タ
フ
マ
ー
ス
プ
は
、
毎
年
一
四
人
の
イ
マ
ー
ム
た
ち
の
生
誕
日
に
は
、
マ
シ
ュ

　
ハ
ド
や
コ
ム
の
サ
イ
イ
ド
に
金
貨
を
下
賜
し
て
い
た
［
さ
ミ
厨
ミ
噸
呂
。
。
］
。

⑰
例
え
ば
、
｝
五
一
〇
年
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
入
城
時
［
ミ
ミ
、
H
口
。
。
O
菖
、
一

　
五
＝
一
　
年
の
、
¢
σ
騨
団
O
＞
一
団
楽
聖
訂
旨
の
征
服
時
［
痔
驚
黛
頓
ω
ω
］
な
ど
。
本
稿

　
は
じ
め
に
註
③
参
照
。

巫

シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
占
領
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰

　
最
後
に
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
に
よ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
侵
攻
を
手
が
か
り
に
、
シ
ー
ア
転
化
の
進
ん
だ
マ
シ
ュ
ハ
ド
へ
の
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
対

応
を
、
当
時
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
拠
点
と
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰
の
特
徴
と
絡
め
て
考
察
し
よ
う
。

qD

N
攻
の
経
緯

サファヴィー朝支配下の聖地マシュハド（守川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
五
八
八
年
三
月
、
　
一
年
に
亙
る
包
囲
の
後
ヘ
ラ
ー
ト
を
占
領
し
た
．
諺
げ
α
》
一
樹
げ
譲
扇
昌
は
、
　
マ
シ
ュ
ハ
ド
征
服
を
目
指
し
て
進
軍
し

た
。
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
、
二
ヵ
月
間
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
包
囲
し
た
後
、
一
且
は
バ
ル
フ
に
帰
還
す
る
肩
箆
引
外
ω
G
。
り
］
。
し
か
し
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
ま
で

進
軍
し
た
ア
ヅ
バ
ー
ス
ω
げ
跨
．
諺
び
び
四
ω
（
在
位
一
五
八
七
1
一
六
二
九
）
が
、
西
方
領
土
に
オ
ス
マ
ン
朝
が
侵
攻
し
た
こ
と
や
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ

に
は
食
糧
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
撤
退
し
た
た
め
に
、
．
》
げ
α
》
一
類
び
囚
び
貯
は
翌
一
五
八
九
年
に
、
息
子
、
賢
げ
α
9
劉
冒
億
、
巳
⇔
囚
げ
習

を
マ
シ
ュ
ハ
ド
征
服
に
向
け
て
再
度
派
遣
し
た
。

　
一
度
目
の
包
囲
時
に
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
住
民
と
マ
i
・
ワ
ラ
ー
・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
下
の
ウ
ラ
マ
ー
と
の
間
で
、
ウ
ズ
ベ
ク

軍
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
攻
撃
を
巡
る
興
味
深
い
や
り
取
り
が
為
さ
れ
て
い
る
。
先
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
攻
撃
を

　
　
　
　
②

非
難
す
る
書
簡
に
対
し
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
藤
下
の
ウ
ラ
マ
ー
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
攻
撃
を
合
法
（
冨
藝
）
と
見
な
す
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
③

返
書
を
送
り
つ
け
た
。
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ス
ン
ナ
と
共
同
体
の
民
の
宗
派
（
一
β
p
像
匪
ρ
げ
）
と
ウ
ラ
マ
ー
や
敬
慶
な
る
者
た
ち
の
神
学
（
犀
毘
9
ー
ヨ
）
を
完
全
に
放
棄
し
、
信
者
た
ち
を
第
一
の
信
仰
へ

と
向
か
わ
せ
ず
、
醜
悪
な
る
シ
ー
ア
の
道
を
表
明
し
、
不
信
心
（
三
時
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
二
人
の
シ
ャ
イ
フ
様
（
ア
ブ
！
・
パ
ク
ル
と
ウ
マ
ル
）
や
二

つ
の
光
の
所
有
者
様
（
ウ
ス
マ
ー
ン
）
や
〔
ム
ハ
ソ
マ
ド
の
〕
清
浄
な
る
妻
た
ち
の
幾
人
か
を
鼠
講
し
咀
証
す
る
こ
と
（
ω
ρ
び
げ
妻
p
冨
、
昌
）
を
容
認
す
る

者
た
ち
の
場
合
に
お
い
て
は
、
全
知
な
る
主
の
命
令
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
君
主
の
み
な
ら
ず
他
の
全
人
類
に
と
り
、
彼
ら
の
殺
害
や
弾
圧
は
真
の

信
仰
の
最
も
崇
高
な
る
行
為
と
し
て
義
務
で
あ
り
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
家
屋
の
破
壊
や
財
産
の
没
収
は
認
め
ら
れ
る
。
［
、
》
げ
げ
似
・
。
始

H
乙
。
。
c
。
］
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こ
こ
で
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
皇
位
の
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
は
、
攻
撃
合
法
化
の
理
由
と
し
て
「
誹
諺
・
呪
誼
」
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、

呪
訟
は
「
不
信
心
」
な
行
為
で
あ
る
た
め
に
、
呪
証
を
容
認
す
る
者
は
不
信
心
者
（
匿
貯
）
と
な
り
、
そ
の
結
果
必
然
的
に
、
不
信
心
者
の
殺

害
と
し
て
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
攻
撃
は
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
で
は
「
確
認
」
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
住
民
を
不
信
心
者
と
見
な
す
唯
一
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
呪
誼
は
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰
と
非
常
に
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
シ
ャ
イ
バ
：
ン
袖
下
の
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
が

糾
弾
す
る
「
不
信
心
な
行
為
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
呪
誼
」
に
つ
い
て
、
サ
フ
”
，
ヴ
ィ
ー
朝
内
で
の
経
緯
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勧
　
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
シ
ー
ア
派
信
仰
に
お
け
る
「
曲
譜
」

　
一
五
〇
一
年
に
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
即
位
し
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
、
一
三
イ
マ
ー
ム
派
の
フ
ト
バ
を
詠
み
、
シ
ー
ア
派
を
宣
言
す
る
と
同
時
に
、

カ
リ
フ
ら
へ
呪
誰
を
強
制
し
た
。
史
料
に
よ
り
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
サ
ブ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
に
よ
る
呪
証
の
対
象
は
、
ア
リ
ー
の
敵
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
さ
れ
る
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
、
ウ
マ
ル
、
ウ
ス
マ
ー
ソ
の
三
人
の
カ
リ
フ
、
ム
ハ
ソ
マ
ド
の
妻
ア
ー
イ
シ
ャ
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
イ
ス
マ
：
イ
ー
ル
が
即
位
と
同
時
に
始
め
た
呪
誰
行
為
の
実
態
を
具
体
的
に
示
す
例
と
し
て
、
「
ミ
蜜
ミ
轟
、
＆
と
呼
ば
れ
る
一
団
の
人
六
の

存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
一
五
三
九
年
か
ら
一
五
四
〇
年
に
か
け
て
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
宮
廷
に
滞
在
し
た
冨
①
身
び
審
が
宮
廷
内
の
興
味
深
い
光
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景
を
述
べ
て
い
る
の
で
引
用
し
よ
う
。

　
　
　
宮
廷
で
は
王
が
座
る
と
皆
が
座
り
、
王
が
立
ち
上
が
る
と
宮
廷
に
い
る
皆
が
立
ち
上
が
る
。
朝
、
王
が
謁
見
の
場
へ
行
く
た
め
に
寝
室
を
出
る
時
、
彼
は

　
　
　
二
人
の
男
を
連
れ
て
い
る
。
彼
ら
二
人
は
各
々
金
属
製
の
太
鼓
を
手
に
持
ち
、
神
を
讃
え
、
ウ
マ
ル
と
ウ
ス
マ
ー
ン
と
ア
ブ
ー
・
パ
ク
ル
を
呪
い
な
が
ら

　
　
　
叫
び
だ
す
。
そ
し
て
「
ウ
マ
ル
、
ウ
ス
マ
ー
ン
、
ア
ブ
ー
・
パ
ク
ル
に
無
限
の
呪
い
あ
れ
（
留
α
冨
N
曽
冨
．
旨
暮
げ
霞
d
B
p
が
．
¢
跨
ヨ
四
P
臣
げ
q

　
　
　
切
㊤
ξ
）
！
」
と
言
い
、
王
が
席
に
着
く
ま
で
叫
び
な
が
ら
つ
い
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
彼
ら
は
静
か
に
な
る
。
ま
た
、
王
が
部
屋
に
戻
ろ
う
と
し
た
時
も
、

　
　
　
彼
ら
は
王
が
部
屋
に
入
る
ま
で
同
様
に
叫
び
続
け
る
。
王
の
兄
第
も
同
様
に
、
宮
廷
に
行
こ
う
と
す
る
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
「
ミ
ぴ
ミ
蕊
”
疏
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
人
々
の
一
人
を
連
れ
て
行
く
。
彼
は
王
の
兄
弟
が
庸
に
着
く
ま
で
同
じ
こ
と
を
叫
ぶ
。
門
窯
①
ヨ
葺
少
b
。
O
］

蜜
Φ
ヨ
び
審
が
記
す
よ
う
に
、
彼
ら
「
誉
蜜
ミ
翫
．
＆
は
、
面
謁
を
生
業
と
す
る
職
業
集
団
で
あ
り
、
王
の
傍
ら
に
つ
き
従
っ
て
三
人
の
カ
リ
フ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

オ
ス
マ
ン
朝
に
対
す
る
呪
誰
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
。

　
「
誉
蜜
ミ
割
、
＆
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
呪
認
行
為
は
、
当
初
か
ら
過
激
で
逸
脱
し
た
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
、
イ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ソ
国
内
の
各
地
で
動
揺
を
引
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
、
一
五
一
二
年
に
即
位
し
た
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
ル
タ
ン
・
セ
リ
ム
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に

　
　
　
　
　
⑧

非
難
を
受
け
た
。
セ
リ
ム
は
呪
証
に
限
ら
ず
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰
全
般
を
激
し
く
非
難
し
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
非
難
に
答

え
る
べ
く
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
ア
ラ
ブ
の
＝
一
イ
マ
ー
ム
派
シ
ー
ア
工
法
学
者
を
イ
ラ
ン
に
招
聰
し
た
。
こ
れ
ら
の
シ
ー
ア
寸
法
学
者
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
最
初
に
呪
認
を
公
認
し
た
の
が
騨
賢
譲
ρ
舜
寓
で
あ
り
、
彼
が
呪
誰
を
擁
護
す
る
書
を
も
執
筆
し
た
こ
と
は
概
に
触
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
迎
合
し
た
9
。
劉
国
憲
p
寓
の
態
度
は
ア
ラ
ブ
の
一
ニ
イ
マ
ー
ム
派
の
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
も
非
難

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
£
q
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
シ
ャ
イ
フ
（
即
一
一
国
斜
目
P
吋
目
）
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
到
着
し
た
日
、
そ
の
日
の
潮
モ
ス
ク
へ
行
き
、
集
団
礼
拝
を
行
っ
た
。
礼
拝
の
後
、
シ
ャ
イ
フ
の
弟

　
　
　
子
の
一
人
が
ミ
ソ
パ
ル
に
登
り
、
敵
対
者
た
ち
（
ヨ
暮
p
焦
げ
ρ
包
隠
⇔
）
へ
の
誹
諦
（
。
。
㊤
げ
げ
）
を
公
心
し
た
。
こ
の
時
ま
で
そ
の
町
で
は
誹
講
が
公
言
さ
れ

　
　
　
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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メ
ッ
カ
に
い
た
シ
ー
ア
派
の
ウ
ラ
マ
ー
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
ウ
ラ
マ
ー
、
す
な
わ
ち
ミ
フ
ラ
ー
ブ
や
ミ
ソ
バ
ル
を
所
有
す
る
者
た
ち
に
書
簡
を
送
っ
た
。

　
　
「
あ
な
た
方
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
敵
対
著
た
ち
を
誹
誘
し
た
。
我
々
は
両
聖
地
（
刑
訴
ρ
ヨ
p
団
昌
）
に
い
る
が
、
民
衆
は
そ
の
よ
う
な
誹
誘
ゆ
え
に
我
々
を

　
　
　
苦
し
め
懲
ら
し
め
て
い
る
。
」
［
0
9
ω
蒔
。
。
］

こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
如
く
、
呪
証
は
、
正
統
な
一
難
イ
マ
ー
ム
派
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
も
非
難
さ
れ
る
ほ
ど
異
端
的
な
行
為
で
あ
っ
た
が
故
に
、

隣
国
の
ス
ン
ナ
派
国
家
に
は
、
格
好
の
対
立
・
攻
撃
の
根
拠
を
与
え
た
。
セ
リ
ム
以
後
、
オ
ス
マ
ン
朝
も
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
も
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

1
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰
を
非
難
す
る
際
、
常
に
こ
の
呪
誰
行
為
を
中
心
に
据
え
て
糾
弾
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
の
法
的
な
糾
弾
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
一
般
認
識
も
ま
た
、
呪
誰
を
特
別
な
行
為
と
見
な
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

ス
ン
ナ
派
と
サ
フ
プ
ヴ
ィ
三
朝
の
シ
ー
ア
派
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
諸
史
料
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
例
え
ば
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
．
〉
勧
工
ゆ
．
δ

は
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
の
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
宮
廷
で
宗
教
論
争
を
行
っ
た
時
に
、
「
ル
ー
ム
（
オ
ス
マ
ン
朝
）
の
ウ
ラ
マ
ー
は
我
女
を
不
信
心
者
と
見
な

し
て
い
る
が
、
理
由
は
何
か
？
」
と
い
う
質
間
に
対
し
、

　
　
　
「
教
友
だ
ち
を
聖
書
（
＄
げ
び
）
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。
法
学
書
に
は
『
二
人
の
シ
ャ
イ
フ
の
誹
誘
は
不
信
心
で
あ
る
』
と
書
か
れ
て
い

　
　
　
ま
す
。
」
［
．
艶
一
圃
　
図
ρ
、
同
ω
”
　
Q
Q
Φ
］

と
端
的
に
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
世
紀
中
葉
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
五
年
間
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
学
と
シ
1
学
派
法
学
を
学
ん
だ
と
い
う
ス
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ス
タ
ー
ン
の
ハ
ー
キ
ム
の
弟
は
、
両
宗
派
の
特
徴
を
い
み
じ
く
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
シ
ー
ア
の
教
義
（
栄
辱
臣
ρ
げ
㍍
ω
寓
．
㊤
）
で
は
、
誰
か
が
教
友
だ
ち
を
呪
証
（
冨
、
昌
）
す
る
と
適
切
（
零
譲
騨
び
）
と
見
な
し
ま
す
。
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
は
、

　
　
　
呪
証
を
行
う
と
不
信
心
者
（
矧
津
）
に
な
る
と
主
張
し
ま
す
。
」

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
三
朝
シ
ー
ア
派
信
仰
と
は
、
外
部
の
者
か
ら
見
た
場
合
で
も
、
主
に
呪
証
行
為
が
そ
の
特
徴
と
し
て
焦
点

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
三
朝
の
シ
ー
ア
派
教
徒
、
す
な
わ
ち
呪
証
を
行
う
人
女
と
い
う
認
識
が
、

オ
ス
マ
ン
朝
や
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
ス
ン
ナ
派
教
徒
の
間
に
も
出
来
上
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
呪
認
を
行
う
シ
ー
ア
派
教
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徒
は
、
、
諺
財
幻
曽
、
誘
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
ス
ン
ナ
派
か
ら
は
不
信
心
者
（
冨
融
）
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
再
び
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
内
の
状
況
に
目
を
転
じ
る
と
、
不
信
心
者
と
ま
で
認
識
さ
れ
、
ス
ン
ナ
派
・
シ
ー
ア
派
を
問
わ
ず
糾
弾
さ
れ
た
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
か
わ
ら
ず
、
巴
鼠
子
ρ
匹
の
容
認
を
背
景
に
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
も
ま
た
呪
証
へ
の
固
執
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
が

即
位
す
る
ま
で
こ
の
行
為
は
イ
ラ
ン
国
内
で
連
綿
と
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
五
七
六
年
、
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
死
後
即
位
し
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
は
、
　
ス
ン
ナ
派
で
名
高
い
鼠
胃
鼠
寓
帥
写
α
q
8
ω
げ
鶏
騨
を
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

用
し
、
雄
蕊
を
中
止
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
こ
の
方
針
に
対
し
て
激
し
い
反
発
が
内
部
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
〔
呪
認
を
中
止
せ
よ
と
の
命
令
に
対
し
〕
勇
敢
な
る
ハ
イ
ダ
ル
（
ア
リ
ー
）
に
忠
実
な
シ
ー
ア
派
教
徒
た
ち
は
、
こ
の
知
ら
せ
を
試
胃
ω
ミ
滋
君
朝
器
p
団
口

　
　
　
と
冨
冒
ω
曙
愚
α
、
と
同
に
伝
え
た
。
激
情
の
炎
が
輝
く
彼
ら
の
心
に
燃
え
上
が
り
、
彼
ら
は
モ
ス
ク
に
駆
け
つ
け
た
。
説
教
師
（
ぽ
げ
節
窪
げ
）
を
、
ミ
ソ
バ

　
　
　
ル
か
ら
降
ろ
し
殴
り
蹴
っ
た
。
そ
し
て
故
竃
冒
ω
曙
瓢
α
．
〉
冒
は
ミ
ン
バ
ル
に
登
り
、
＝
一
人
の
イ
マ
ー
ム
た
ち
の
フ
ト
パ
を
詠
み
、
呪
わ
れ
し
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
ち
（
ヨ
p
邸
、
剛
⇔
）
を
呪
誰
し
、
中
優
し
た
。
［
の
ミ
誉
忌
》
8
］

一
六
世
紀
後
半
、
イ
ラ
ン
の
ウ
ラ
マ
ー
の
中
に
は
、
ω
げ
㌶
同
韻
の
よ
う
に
呪
誰
を
批
判
す
る
老
が
い
た
。
一
方
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
過

剰
な
ま
で
に
呪
誰
に
執
着
す
る
ウ
ラ
マ
ー
も
ま
た
、
こ
の
当
時
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
下
の
ウ
ラ
マ
ー
の
間
で
さ
え
も
変
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
見
ら
れ
た
呪
誰
で
あ
る
が
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
が
在
位
わ
ず
か
一
年
半
で
亡
く
な
る
と
、
復
活
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
以
上
の
呪
誼
を
巡
る
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
成
立
と
同
時
に
始
ま
っ
た
三
人
の
カ
リ
フ
や
ア
ー
イ
シ
ャ
な
ど
に
対
す
る

呪
誰
は
、
ス
ン
ナ
派
の
み
な
ら
ず
、
ア
ラ
ブ
の
「
正
統
な
」
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
も
非
難
さ
れ
た
逸
脱
し
た
行
為
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
部
の
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
承
認
や
「
ミ
ぴ
ミ
蕊
”
＆
と
呼
ば
れ
る
人
女
の
日
常
的
な
活
動
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

し
て
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
二
黒
の
シ
ー
ア
派
信
仰
の
基
調
を
成
す
に
至
る
。
従
っ
て
、
当
時
ス
ン
ナ
派
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
を
隔
て
る

境
界
は
、
偏
に
こ
の
「
呪
訳
」
を
行
う
か
ど
う
か
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
ウ
ラ
マ
ー
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
皇
朝
の
呪
証
行
為
を
攻
撃
合
法
化
の
た
め
の
論
拠
と
為
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
呪
謁
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を
巡
る
歴
史
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ス
ン
ナ
派
に
と
っ
て
は
容
認
し
が
た
い
状
況
が
一
六
世
紀
の
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

團
　
ウ
ラ
マ
ー
の
往
復
書
簡
に
見
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
シ
ー
ア
派
信
仰
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そ
れ
で
は
、
本
章
の
は
じ
め
に
挙
げ
た
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
義
血
の
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
シ
ー
ア
派
信
仰
へ
の
批
判
に
対
し
、
当

時
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
を
代
表
す
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ウ
ラ
マ
ー
は
、
ど
の
よ
う
に
応
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
レ
ザ
ー
廟
で
二
〇
年
間
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
図
ロ
ω
＄
白
＆
昌
（
表
2
1
⑥
）
が
こ
の
批
判
に
対
し
て
反
駁
を
試
み
た
。
彼
は
コ
ー
ラ
ン
や
ハ
デ

ィ
ー
ス
を
用
い
て
様
女
な
シ
ー
ア
派
の
論
拠
を
提
示
し
、
「
シ
ー
ア
派
」
が
不
信
心
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
の
攻
撃
に
応

え
て
い
く
。
そ
し
て
最
終
的
に
彼
は
、
シ
ー
ア
派
が
不
信
心
で
あ
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
な
い
、
と
断
言
す
る
［
．
跨
げ
扇
。
。
－
H
∴
8
凸
ミ
］
。

　
し
か
し
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
貸
下
の
ウ
ラ
マ
ー
は
、
「
行
を
放
棄
し
、
偉
大
な
る
教
友
だ
ち
を
誹
引
し
呪
い
、
さ
ら
に
は
そ
の
よ
う
な
不
信
心
や

罪
を
報
酬
（
嗣
げ
ρ
毛
9
1
げ
）
の
誘
因
と
見
な
し
て
い
る
者
た
ち
」
門
、
諺
げ
富
ρ
H
“
お
b
。
一
と
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
教
徒
の
こ
と
を
規
定
し
た

よ
う
に
、
実
際
に
は
、
シ
ー
ア
派
信
仰
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
呪
誰
を
行
う
シ
ー
ア
派
教
徒
を
非
難
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
節

で
見
た
よ
う
に
、
呪
認
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
始
め
た
過
激
な
行
為
で
あ
り
、
本
来
の
正
統
な
シ
ー
ア
派
教
義
か
ら
逸
脱
す
る
行
為
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
正
統
な
ア
ラ
ブ
の
シ
ー
ア
派
諸
学
の
伝
統
の
中
で
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
切
去
冨
B
＆
昌
は
、
こ
の
呪
証

へ
の
非
難
に
は
次
の
よ
う
に
応
え
て
い
る
。

　
　
　
シ
ー
ア
派
で
あ
る
こ
と
の
理
解
は
、
…
…
新
字
（
ω
p
げ
び
）
や
呪
誼
（
冨
、
口
）
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
三
人
の
カ
リ
フ
の
名
は
絶
対
に
シ
ー
ア

　
　
　
の
民
の
口
に
は
の
ぼ
ら
な
い
と
雷
え
よ
う
。
彼
ら
の
呪
誼
は
義
務
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
謹
四
⇒
ぴ
a
。
。
汁
）
。
も
し
、
シ
ー
ア
の
無
知
な
経
た
ち
が
呪
認
の

　
　
　
必
要
性
を
命
じ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
言
葉
は
賞
賛
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ス
ン
ナ
の
民
の
無
知
な
者
が
シ
ー
ア
の
殺
害
の
必
要
性
を
命
じ

　
　
　
て
も
、
そ
の
命
令
が
祖
先
の
思
想
と
子
孫
の
見
識
に
相
癒
し
く
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
［
．
急
げ
げ
飼
ρ
目
”
卜
。
O
ω
］

こ
の
発
言
か
ら
は
、
彼
自
身
は
呪
認
行
為
を
決
し
て
奨
励
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
る
と
、
切
拐
＄
B
Ω
9
1
昌
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の
よ
う
な
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
一
軍
イ
マ
ー
ム
派
ウ
ラ
マ
ー
の
認
識
と
し
て
も
、
「
シ
ー
ア
派
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
「
呪
事
を
行
う
」
と
い
う
こ

と
の
間
に
は
、
実
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
に
と
っ
て
、
自
己
の
信
仰
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
の
「
シ
ー
ア
派
」

の
論
拠
を
詳
細
に
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
ょ
う
と
も
、
呪
誰
行
為
そ
の
も
の
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
正
当
化
で
き
な
か
っ

た
が
た
め
に
、
幻
口
ω
霞
8
山
鍵
同
は
「
呪
誰
は
義
務
で
は
な
い
（
妻
書
げ
巳
。
・
け
ご
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
、
お

そ
ら
く
自
分
で
は
た
と
え
そ
れ
が
異
端
行
為
で
あ
り
、
奨
励
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
て
も
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
門
訴
に
庇
護
さ
れ
る

立
場
に
あ
る
彼
は
、
国
内
で
は
そ
れ
を
黙
認
し
、
他
方
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
下
の
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
に
対
し
て
は
「
義
務
で
は
な
い
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

う
至
っ
て
消
極
的
な
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
心
慮
に
関
し
て
は
不
十
分
な
返
答
し
か
で
き
な
か
っ
た
口
話
畠
鑓
α
騨
圃
で
あ
る
が
、
彼
は
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
に
敢
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

反
駁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
侵
攻
を
防
ぎ
、
聖
地
を
守
ろ
う
と
し
た
。
但
し
、
そ
の
時
彼
が
守
ろ
う
と
し
た
の
は
、

軍
人
階
級
で
あ
る
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
と
は
無
関
係
な
「
住
民
」
で
あ
っ
た
。
書
簡
の
留
頭
で
、
彼
は
「
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
に
対
し
て
親
し
み
を

抱
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ウ
ズ
ベ
ク
族
に
対
し
て
不
快
感
を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」
［
．
跨
σ
寓
p
H
早
り
凹
と
、
殊
更
に
キ
ジ
ル
バ

ー
シ
ュ
軍
と
の
無
関
係
さ
を
強
調
し
、
中
立
を
装
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
彼
の
こ
の
よ
う
な
行
動
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
侵
攻
時
の
対
応
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
へ
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
よ
る
幾
度
か
の
侵
攻
を
見
る
と
、
　
一
六
世
紀
初
頭
の
．
d
ぴ
ρ
図
α
レ
一
一
警
国
げ
9
は
、
　
マ
シ
ュ

ハ
ド
攻
撃
の
際
に
キ
ジ
ル
パ
ー
シ
ュ
を
殺
害
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
聖
地
の
住
民
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
一
度
と
し
て
な
か
っ
た
。
同
時

に
彼
は
占
領
後
、
レ
ザ
ー
廟
に
参
詣
し
、
有
力
者
た
ち
を
慰
撫
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
五
六
四
年
に
侵
攻
し
た
勺
騨
試
昌
ρ
ヨ
目
零
譲
団
昌

は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
住
民
の
要
請
に
応
え
て
途
申
で
侵
攻
を
後
悔
し
、
レ
ザ
ー
廟
に
奉
納
を
送
っ
て
帰
還
し
て
い
る
［
肉
ぎ
ミ
物
質
瞳
b
。
］
。
こ
の

よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
総
じ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
と
い
う
聖
地
と
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
で
は
な
い
住
民
に
対
し
て
好
意
的
な
場
合
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
一
五
八
八
年
の
マ
シ
凱
ハ
ド
侵
攻
の
直
前
に
行
わ
れ
た
ヘ
ラ
ー
ト
侵
攻
時
に
は
、
．
》
げ
創
》
一
筋
げ
囚
げ
四
口
は
ヘ
ラ
ー
ト
の
二
三
キ

ム
、
．
》
国
ρ
島
同
国
げ
ぎ
と
柳
田
は
和
議
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
意
志
を
変
更
し
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
「
シ
ー
ア
派
の
残
忍
な

道
を
選
ん
だ
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
と
し
て
知
ら
れ
る
不
信
心
者
の
集
団
か
ら
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
解
放
の
必
要
性
」
と
「
ト
ル
コ
マ
ー
ン
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

虐
げ
ら
れ
た
民
衆
の
悲
惨
な
状
態
の
緩
和
の
必
要
性
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ヘ
ラ
ー
ト
侵
攻
の
場
合
、
根
拠
と
な
っ
た
の
は
「
キ
ジ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
ュ
に
よ
る
圧
制
」
で
あ
り
、
表
向
き
の
攻
撃
対
象
は
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
ま
で
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
に
と
っ
て
、
不
信
心
者

で
あ
る
が
故
の
攻
撃
対
象
と
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
亡
朝
の
土
台
を
支
え
る
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
集
団
で
あ
り
、
住
民
は
攻
撃
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

・
し
か
し
今
回
の
．
諺
び
α
週
期
謬
麟
げ
貯
父
子
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
攻
撃
の
場
合
に
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
側
の
ウ
ラ
マ
ー
の
書
簡
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
と
住
民
の
区
別
は
最
初
か
ら
為
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
書
簡
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
を

「
戦
争
の
家
（
α
9
1
目
　
P
一
一
げ
帥
昌
げ
）
」
に
属
す
と
断
言
し
［
．
跨
び
訂
ρ
歴
お
b
。
】
、
彼
ら
に
と
っ
て
イ
マ
ー
ム
の
墓
廟
が
、
も
は
や
聖
地
と
し
て
見
な
さ

れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
サ
イ
イ
ド
を
サ
イ
イ
ド
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
以
下
の

言
葉
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
書
き
送
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
地
の
住
民
は
大
半
が
預
言
者
の
子
孫
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、
「
彼
は
お
ま
え
の
家
族
で
は

　
　
　
な
い
。
彼
の
所
業
は
よ
ろ
し
く
な
い
」
（
コ
…
ラ
ソ
一
一
章
四
六
節
）
と
い
う
御
言
葉
を
彼
ら
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
［
．
諺
σ
σ
四
ω
「
H
”
同
⑩
b
。
嗣

　
当
時
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
モ
ス
ク
で
は
、
ア
ラ
ブ
出
身
の
ピ
ー
シ
ュ
・
ナ
マ
ー
ズ
に
よ
っ
て
呪
証
が
公
言
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
で
見

た
よ
う
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
結
託
す
る
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
存
在
は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
呪
証
が
活
発
化
し
た
こ
と
を
示
す
に
あ
ま
り
あ

る
。
「
所
業
が
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
有
蓋
行
為
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
で
國
口
ω
欝
影
鼠
昌
の
よ
う
に
、
呪

認
が
賞
賛
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
現
実
の
前
で
そ
れ
を
黙
認
し
た
者
た
ち
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
町

中
で
の
呪
証
が
黙
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
そ
の
も
の
が
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
に
と
っ
て
は
容
認
さ
れ
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
言
う
。
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た
と
え
一
部
の
者
が
、
「
我
々
は
こ
の
よ
う
な
話
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
今
後
と
も
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
戯
言

　
　
　
を
耳
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
止
め
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
者
た
ち
も
ま
た
、
彼
ら
と
同
様
と
な
る
の
で
あ
る
。
［
．
》
げ
び
似
ρ
H
”

　
　
　
δ
O
』
り
こ

す
な
わ
ち
、
率
先
し
て
行
う
老
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
傍
観
し
て
い
る
者
た
ち
も
同
様
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
を
支
持
す
る
シ
ー
ア
派
教
徒
で

あ
る
と
彼
ら
は
見
な
し
た
。
「
～
に
呪
い
あ
れ
（
貯
、
口
暮
匿
目
…
）
」
と
い
う
一
言
に
よ
り
、
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
の
み
な
ら
ず
、
住
民
も
ま
た
、
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

誼
を
行
う
不
信
心
者
と
し
て
一
括
さ
れ
、
そ
し
て
不
信
心
者
で
あ
る
が
故
に
、
殺
害
・
略
奪
の
対
象
と
し
て
合
法
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
そ
の
結
果
、
四
ヵ
月
に
及
ぶ
包
囲
の
後
、
．
》
び
α
9
や
窓
q
、
ヨ
貯
囚
鼠
⇔
率
い
る
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
城
壁
内
に
突
入
し
、
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
軍
を

レ
ザ
ー
廟
に
追
い
つ
め
た
後
、
レ
ザ
ー
廟
内
で
容
赦
な
く
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
。
ウ
ズ
ベ
ク
軍
襲
撃
の
様
子
を
設
』
』
は
生
々
し
く
伝
え
て

い
る
。

　
　
　
兵
士
た
ち
の
奮
闘
も
抑
圧
さ
れ
た
者
た
ち
の
祈
り
も
運
命
に
は
抗
し
き
れ
ず
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
中
庭
（
ω
ρ
げ
⇔
）
の
周
囲
を
包
囲
し
、
双
方
か
ら
矢
や
銃
弾

　
　
　
が
飛
び
交
っ
た
。
、
跨
げ
α
ρ
ア
尊
信
、
白
縮
囚
げ
習
と
O
冨
試
算
ρ
ヨ
8
匿
ω
要
言
昌
は
；
・
…
敷
居
（
レ
ザ
ー
廟
）
の
中
庭
に
入
っ
た
。
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ

　
　
　
の
ガ
ー
ジ
ー
た
ち
は
…
…
奮
戦
し
た
が
、
一
人
一
人
苦
難
の
杯
か
ら
殉
教
の
酒
を
味
わ
い
、
敵
の
流
血
の
剣
に
よ
り
聖
な
る
敷
居
の
中
庭
に
は
死
者
が
積

　
　
　
み
上
げ
ら
れ
た
。
〔
ハ
ー
キ
ム
の
〕
d
ヨ
ヨ
暮
船
団
口
は
武
器
を
身
に
つ
け
た
兵
士
や
住
民
と
共
に
戦
っ
た
が
、
殺
審
さ
れ
た
。
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
勇
者
た
ち

　
　
　
を
片
づ
け
る
と
、
敬
虚
な
者
や
ウ
ラ
マ
ー
や
サ
イ
イ
ド
た
ち
の
殺
害
に
取
り
か
か
っ
た
。
肩
鼠
火
鉢
か
お
－
障
ω
］

最
終
的
に
、
レ
ザ
ー
廟
や
そ
の
付
近
で
の
死
者
の
数
は
お
よ
そ
五
七
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
［
肉
ぎ
南
無
。
。
り
。
。
］
、
捕
虜
と
な
っ
た
者
の
中
で
は
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

○
○
○
人
か
ら
三
〇
〇
〇
人
が
殺
害
さ
れ
た
［
き
奮
§
さ
。
。
器
］
。
さ
ら
に
ウ
ズ
ベ
ク
軍
は
レ
ザ
ー
廟
の
金
銀
の
燭
台
や
宝
石
や
書
物
を
も
略
奪

し
た
。
こ
の
よ
う
な
虐
殺
や
略
奪
は
三
日
間
続
き
、
三
日
後
、
大
勢
の
婦
女
子
が
捕
虜
と
な
っ
て
連
行
さ
れ
た
熊
鼠
臥
銅
母
。
。
蕊
ば
］
。
特
に
、

レ
ザ
ー
廟
に
避
難
し
て
い
た
有
力
者
た
ち
、
中
で
も
ウ
ラ
マ
：
層
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
最
高
位
に
あ
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
が
捕
虜
と
な
っ
て

連
行
さ
れ
、
長
年
レ
ザ
ー
廟
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
他
の
ウ
ラ
マ
ー
や
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
や
ピ
ー
シ
ュ
・
ナ
マ
ー
ズ
が
殉
教
し
た
。
殉
教
を
免
れ
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た
者
た
ち
も
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
一
五
八
九
年
一
〇
月
、
、
跨
げ
Q
ρ
賢
鼠
β
、
ヨ
ぢ
緊
鼠
p
は
マ
シ
ュ

と

ハ
ド
を
占
領
し
た
。
以
後
、
一
五
九
八
年
に
．
｝
げ
α
》
質
9
1
げ
囚
鼠
戸

．
〉
げ
ロ
㊤
智
冨
煽
．
曇
上
竪
劃
口
が
相
次
い
で
亡
く
な
る
ま
で
、
十
年
間
に
亙
り
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
支
配
下
に
入
る
。

38　（2e4）

①
、
〉
σ
ユ
〉
二
上
開
げ
9
の
ヘ
ラ
ー
ト
包
囲
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
〉
・
ご
U
霞
8
戸

　
．
．
月
プ
Φ
司
巴
一
〇
h
国
論
鉾
8
夢
①
q
N
び
①
σ
q
ω
貯
　
δ
◎
。
◎
。
”
．
、
さ
§
蕊
卜
∂
⑦
（
H
①
◎
◎
◎
Q
）
“

　
国
．
U
．
蜜
0
0
げ
⑦
ω
8
ざ
．
、
目
9
0
8
ρ
ロ
。
。
・
酔
O
隔
出
曾
鉾
O
緩
1
Φ
＼
一
㎝
Q
。
で
Q
。
”
ω
o
霞
8
乙
・

　
h
o
弓
夢
Φ
ω
嘗
α
《
o
h
O
p
h
9
＜
達
＼
ρ
一
N
臨
σ
留
7
の
訂
ぴ
倒
μ
誌
＼
d
N
σ
巴
（
菊
①
ご
¢
o
昌
・
。
．
、
い

　
窪
ミ
翫
恥
ミ
冒
ミ
§
漁
Φ
α
．
臼
・
O
巴
ヨ
畏
α
、
貯
昏
鳶
象
無
p
コ
M
お
O
ω
〔
以
下

　
鼠
。
o
冨
ω
器
《
お
O
ω
と
略
記
〕
が
あ
る
。

②
　
書
簡
の
内
容
は
、
「
ハ
ー
ン
殿
下
（
．
＞
9
＞
一
類
げ
穴
げ
習
）
と
殿
下
の
兵
士
た

　
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
論
拠
と
証
拠
（
O
巴
昌
≦
ρ
σ
罎
『
謬
）
で
も
っ
て
、
神
聖
な

　
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
包
囲
と
こ
の
地
の
住
民
i
大
半
が
預
言
者
様
の
子
孫
で
あ
る

　
一
の
根
絶
を
自
ら
に
合
法
（
冨
毎
）
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
苛
々
の
生
命
や
財

　
産
や
耕
作
地
に
対
し
て
、
ま
た
レ
ザ
ー
廟
（
ω
ρ
。
多
才
－
＝
四
琶
－
四
昏
警
）
の
ワ
ク
フ

　
物
件
に
対
し
て
略
奪
や
強
悲
や
殺
害
の
手
を
広
げ
る
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

　
た
［
冬
“
、
§
帖
蔵
五
目
”
H
O
昌
。

③
　
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
の
霞
簡
と
渕
器
冨
二
二
嵩
の
書
簡
は
、
幾

　
つ
か
の
史
料
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
〉
σ
σ
倒
。
。
℃
H
o
。
。
。
I
b
。
O
。
。
を
参
照

　
し
た
。
こ
れ
ら
の
轡
簡
の
よ
り
詳
細
な
検
討
は
、
他
日
に
期
し
た
い
。

④
無
題
を
表
す
語
と
し
て
、
「
冨
、
野
冊
．
旨
p
け
」
以
外
に
「
留
σ
σ
」
「
冨
．
鵠
」
「
α
霧
『

　
滋
ヨ
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
揚
合
も
あ
る
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
呪
．
讃
に
つ
い
て

　
は
、
梱
O
舘
二
日
a
㌧
．
、
い
。
ω
切
＃
口
9
乙
。
①
酔
冨
勺
。
口
ぎ
搾
一
一
、
一
二
℃
o
ω
三
〇
ロ
畠
口

　
ω
置
冴
日
Φ
。
。
9
貯
く
識
¢
”
Φ
鶏
。
σ
q
一
〇
。
。
9
旨
p
叡
臼
。
鉱
。
蕊
8
p
o
巳
ρ
器
ω
．
．
噸
肉
眼
N
ミ
騎

　
砺
ミ
斜
ミ
§
ひ
O
P
鯉
O
巴
ヨ
碧
伽
曽
勺
㊤
鼠
ω
－
等
身
警
㊤
P
ぢ
り
ω
が
詳
し
い
考
察
を
行

　
っ
て
い
る
。

⑤
天
国
を
約
束
さ
れ
た
十
人
の
教
友
だ
ち
や
ウ
マ
イ
や
家
・
ア
ッ
バ
ー
ス
家

　
［
§
ミ
蓼
ミ
M
刈
ω
］
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
敵
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
朝
も
ま
た
、
呪
謁

　
の
対
象
と
さ
れ
た
【
銀
。
ヨ
耳
◎
b
。
蒔
㌧
認
］
。

⑥
一
五
三
〇
年
の
ジ
ャ
ー
ム
の
閲
兵
式
で
は
、
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
諸
部
族
な
ど
に

　
続
い
て
四
〇
〇
人
の
馬
＆
ミ
蕊
、
刷
が
行
進
し
て
い
る
［
§
ミ
魯
鼻
8
ω
］
。
ま
た
、

　
譜
⇔
ミ
蕊
、
岡
が
軍
営
（
ロ
a
邸
）
の
移
動
隣
に
オ
ス
マ
ン
朝
へ
の
呪
い
を
代
わ
る
代
わ

　
る
叫
び
な
が
ら
徒
歩
で
先
頭
を
行
く
こ
と
、
シ
ャ
ー
を
賞
賛
す
る
こ
と
、
町
の
広

　
場
で
シ
ャ
ー
の
武
勇
伝
を
歌
に
し
て
人
々
か
ら
金
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

　
竃
①
旨
σ
嵐
は
伝
え
て
い
る
［
竃
①
8
σ
撤
㌧
b
。
倉
蒔
ど
総
］
。

　
　
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
時
代
の
書
守
ミ
蕊
．
画
に
つ
い
て
は
、
菊
・
ω
け
p
島
駄
9

　
§
臓
ミ
　
さ
ぎ
職
黛
§
　
の
為
ミ
慧
、
逗
N
q
ミ
O
§
ミ
蓮
　
9
§
首
恥
a
辱
ミ
ミ
恥

　
恥
ミ
冒
ミ
G
ミ
ミ
び
℃
ユ
暑
①
8
コ
¢
帯
く
賎
し
・
津
望
勺
げ
■
∪
．
U
麓
器
「
3
賦
o
p
5
り
N

　
〔
以
下
ω
＄
昌
O
①
置
お
旨
と
略
記
〕
o
。
ゲ
。
。
ρ
H
騰
一
二
◎
。
が
詳
し
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
姿
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
ヘ
ラ
ー
ト
、
タ
ブ
リ

　
ー
ズ
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
で
あ
る
。
他
の
地
方
都
市
で
彼
ら
が
職
業
集
団
と
し
て
存

　
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
よ
っ
て
日
々
カ
リ
フ
た
ち
の
呪
誼

　
が
町
中
で
叫
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
存
在
は
呪
誼
の
浸
透
を
進
め
る

　
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
正
統
な
ウ
ラ
マ
ー
の
権
威
の

　
み
な
ら
ず
、
討
ぴ
ミ
蕊
”
刷
の
よ
う
な
人
々
の
存
在
の
上
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
シ
ー

　
ア
派
信
仰
は
地
盤
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑦
即
位
後
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
す
べ
て
の
都
市
で
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
一
ニ
イ
マ

　
ー
ム
派
の
教
育
を
行
わ
せ
る
一
方
、
カ
リ
フ
の
呪
誼
を
強
舗
し
た
［
冬
“
．
§
画
慧
斜
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H
H
…
卜
。
ω
出
。
こ
の
カ
リ
フ
や
教
友
だ
ち
を
呪
謁
す
る
政
策
に
対
し
て
、
特
に
、
ヘ

　
ラ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
有
力
者
や
佐
晟
の
間
で
激
し
い
動
揺
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

　
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
〔
久
保
一
九
八
八
、
＝
二
七
1
一
四
四
〕
。

⑧
国
9
島
ρ
こ
は
オ
ス
マ
ン
朝
下
の
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
対
す

　
る
非
難
と
し
て
、
ω
姦
通
、
②
飲
酒
、
㈹
礼
拝
の
不
履
行
、
ω
コ
ー
ラ
ン
の
軽
視
、

　
㈲
キ
ブ
ラ
の
変
珊
災
、
　
㈲
ス
ン
ナ
派
の
国
境
、
　
6
り
墓
の
制
覇
溺
職
、
　
㈹
メ
ッ
カ
破
壊
計

　
画
、
働
圧
制
、
㈹
儒
仰
の
破
壊
、
⑪
神
性
の
主
張
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
［
両
・

　
国
9
吾
碧
9
9
ヤ
§
首
魯
昏
鴨
ぎ
N
価
ミ
隷
無
偽
§
ミ
馬
恥
ミ
人
乳
ミ
§
帖
ミ
鑑
．
智
｝
下

　
奪
ミ
§
蕊
暑
§
｝
ミ
さ
酔
6
壽
§
ミ
§
駐
“
ミ
ミ
§
、
男
お
一
σ
5
α
Q
　
一
室
　
し
⇔
貝
巴
。
。
σ
q
9
ξ

　
お
“
P
。
。
魁
お
。
。
］
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
遊
牧
部
族
で
あ
る
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
の
思

　
想
傾
向
を
反
映
し
た
「
過
激
シ
ー
ア
派
信
仰
」
あ
る
い
は
「
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
的

　
シ
ー
ア
派
信
仰
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

⑨
本
稿
第
二
章
註
⑦
参
照
。

⑩
例
え
ば
、
シ
ャ
イ
バ
ー
ン
朝
の
．
G
σ
即
旨
》
嵩
理
困
（
鼠
ロ
の
か
ら
の
書
簡
（
｝

　
五
二
九
一
三
〇
年
）
で
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ー
ア
派
信
仰
の
中
で
も
呪
謁

　
行
為
の
み
が
批
判
さ
れ
て
い
る
［
月
警
ヨ
9
1
m
ダ
認
］
。
U
一
〇
吋
ω
o
口
に
よ
る
こ
の
書

　
簡
の
考
察
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
［
∪
置
市
9
一
Φ
ゆ
Q
。
㌧
お
O
占
Q
。
刈
］
。
ま
た
、

　
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
レ
イ
マ
ン
か
ら
の
書
簡
（
一
五
五
四
年
頃
）
で
は
、
「
特
に

　
（
片
び
β
ω
口
ω
P
ロ
）
」
と
称
し
て
二
人
の
シ
ャ
イ
フ
の
呪
誼
を
非
難
し
て
い
る
肩
9
7

　
日
習
F
b
。
0
7
8
卜
⊃
］
。

⑪
ム
ガ
ル
朝
の
口
鐸
ヨ
四
愚
口
が
一
五
四
四
年
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
亡
命
し
た

　
隠
の
話
で
あ
る
［
b
⇒
購
《
欝
畿
b
ご
3
画
8
疑
§
ミ
唖
等
ミ
き
§
魯
鵠
壽
ミ
袋
」
ぎ
匙
き

　
①
山
・
寓
・
鵠
・
朝
口
。
昏
即
望
P
O
巴
。
ロ
ヰ
9
お
膳
ど
㊤
占
O
］
。
　
ハ
ー
キ
ム
の
弟
が
マ
シ
ュ

　
ハ
ド
で
学
ん
で
い
た
時
期
は
、
樹
匿
び
似
訟
（
表
2
1
①
）
が
隠
凄
し
、
教
導
に
勤

　
し
ん
で
い
た
時
に
相
当
す
る
。

⑫
タ
フ
マ
ー
ス
プ
の
呪
誼
へ
の
固
執
は
、
H
俄
p
団
旨
の
サ
ド
ル
職
罷
免
に
も
現

　
れ
た
。
彼
が
罷
免
さ
れ
た
直
接
の
理
由
は
宮
廷
医
師
に
よ
る
誕
言
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
〔
サ
ド
ル
が
罷
免
さ
れ
た
〕
別
の
要
閃
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ミ
ー

　
　
　
ル
（
H
白
o
h
餌
げ
9
1
口
圃
）
は
シ
ャ
ー
に
「
オ
ス
マ
ン
朝
（
旨
ヨ
同
鴇
）
の
た
め
に
得
策

　
　
　
と
し
て
幾
日
か
呪
謁
（
す
、
昌
）
を
中
止
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
上
奏
し
た
。

　
　
　
シ
ャ
…
は
こ
の
言
葉
に
立
腹
し
、
そ
の
席
（
5
a
一
一
ω
）
で
彼
を
殺
そ
う
と
し

　
　
　
た
。
〔
シ
ャ
ー
は
〕
サ
イ
イ
ド
た
ち
の
取
り
な
し
に
よ
り
思
い
止
ま
っ
た
が
、

　
　
　
二
度
と
彼
と
関
わ
ら
な
か
っ
た
［
さ
ミ
魯
鼻
卜
⇒
①
ω
］
。

　
と
あ
る
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
当
時
に
、
サ
ド
ル
が

　
呪
謁
の
中
止
を
申
し
出
た
こ
と
が
タ
フ
マ
ー
ス
ブ
立
腹
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ

　
る
。
し
σ
。
o
。
・
o
口
は
H
焦
㊤
姦
缶
罷
免
の
一
因
で
も
あ
っ
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は
全

　
く
触
れ
て
い
な
い
［
b
⇔
Φ
8
0
口
お
Q
。
b
。
㌧
㊤
d
。

⑬
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
の
信
仰
及
び
彼
の
政
策
に
よ
る
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
や
宮
廷

　
で
の
混
乱
等
に
関
し
て
は
、
≦
・
頃
貯
N
M
、
、
ω
o
訂
ロ
国
。
，
ヨ
9
、
一
員
…
国
貯
し
口
①
搾
冨
σ
q

　
ド
霞
　
O
①
ω
甑
。
茸
①
α
母
ω
p
審
く
置
①
昌
．
、
㌧
　
」
§
畿
恥
慧
§
偽
§
恥
　
的
§
u
§
ミ
恥
　
蕊
、

　
O
適
馬
ミ
ミ
帖
鶏
ぎ
留
ヤ
§
ぎ
§
ω
の
（
一
ゆ
ω
ω
）
お
あ
黛
o
Q
貯
p
昌
六
野
お
O
b
。
℃
8
占
一
Q
。
を

　
参
照
さ
れ
た
い
。

⑭
こ
こ
で
名
前
の
挙
が
る
窓
騨
ω
選
旨
α
血
潮
四
葦
は
、
9
で
囚
舞
㊤
冨
の
娘
の

　
子
で
あ
り
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
の
シ
ャ
イ
フ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
を
務
め
ム
ジ
ュ
タ
ヒ

　
ド
の
地
位
に
あ
っ
た
月
箆
円
き
謀
α
、
金
。
。
］
。
ま
た
蜜
冒
Q
Q
p
望
嘱
錠
、
〉
買
〉
卑
㌣

　
融
ぴ
酬
島
は
の
ミ
“
鋤
蕊
の
著
者
の
祝
先
で
あ
り
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
「
Q
o
署
嘱
置

　
．
〉
嵩
ぎ
ミ
＆
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
と
い
う
［
『
鼠
蔑
き
嵩
O
］
。

⑮
　
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
蓋
世
の
死
後
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
で
は
自
認
中
止
政
策
の
煽
り

　
を
受
け
た
燃
導
ミ
蕊
、
画
た
ち
が
、
白
肌
中
止
の
張
本
人
で
あ
る
ω
7
垂
紐
誹
に
対
し

　
て
暴
動
を
起
こ
し
て
い
る
［
o
り
幽
静
陣
Φ
嵐
ぢ
り
b
。
匂
＝
露
霜
圃
］
。

⑯
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
が
、
後
世
の
呪
謹
に
つ
い
て
付
塗
す
る
と
、
呪
謁

　
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
下
で
存
続
し
、
十
七
世
紀
末
の
イ
ラ
ン
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会

　
や
礼
拝
時
に
呪
組
が
叫
ば
れ
、
人
口
に
脾
灸
し
て
い
た
と
い
う
。
但
し
、
こ
こ
で

　
の
呪
誼
の
対
象
は
ウ
マ
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
る
［
内
9
0
旨
鷺
貧
”
ω
伊
ω
9
嵩
ご
。
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⑰
切
島
＄
漢
書
昌
は
、
別
の
箇
所
で
「
二
人
の
シ
ャ
イ
フ
の
誹
諦
は
不
心
心
で
あ

　
る
」
と
い
う
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
捏
造
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
、
深
く
論
ず
る
こ
と
な

　
く
切
り
捨
て
て
い
る
［
、
〉
σ
ぴ
餌
ρ
H
”
卜
。
O
凹
。

⑱
彼
は
、
ウ
ラ
マ
ー
の
役
割
は
君
主
の
怒
り
を
鎮
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
煽

　
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
述
べ
、
ウ
ズ
ベ
ク
側
の
ウ
ラ
マ
ー
の
態
度
を
非
難
し
て
い

　
る
［
．
〉
σ
籔
ω
』
”
8
①
歯
O
ご
。

⑲
蜜
。
9
。
ω
ロ
。
冤
δ
O
ρ
。
。
心
・
さ
ら
に
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
遠
征
は
「
シ
ャ
リ
ー
ア
を

　
放
棄
し
た
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
に
対
す
る
個
々
人
の
絶
対
的
義
務
（
富
昼
．
㊤
覧
）
」

　
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
【
客
o
O
冨
ω
話
望
お
器
㌔
◎
。
b
。
］
、
ウ
ズ
ベ
ク
側
の
法
学
者

　
た
ち
は
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
を
不
儒
心
者
と
見
な
す
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
発
行
し
た
と
い

　
う
［
露
。
O
げ
。
ω
長
芋
お
り
。
。
㌧
鴇
］
。

⑳
　
実
際
に
は
征
服
後
、
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
の
み
な
ら
ず
、
大
勢
の
「
タ
ー
ジ
ー
ク

　
（
鼠
N
昌
（
）
」
も
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
と
信
仰
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
殺

　
害
さ
れ
、
「
シ
ー
ア
派
狩
り
（
融
ゆ
Ω
同
誌
q
ω
窪
p
口
）
」
が
横
行
し
た
［
↓
鼠
鼠
鋲
ω
Q
。
Q
。
1

　
ω
。
。
り
］
。

⑳
か
つ
て
轟
轟
口
副
σ
旨
鍔
は
、
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
を
非
難
す
る
際
に
、
呪
組

　
を
論
拠
と
し
た
〔
久
保
一
九
八
八
、
　
一
四
三
〕
。
半
世
紀
を
経
て
も
シ
ャ
イ
バ
ー

　
ソ
朝
下
の
ウ
ラ
マ
ー
の
主
張
に
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
非
難
の
対
象
が
キ
ジ
ル
バ
ー

　
シ
ェ
か
ら
住
民
へ
と
拡
大
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ズ
ベ
ク
側
の
認

　
識
は
、
逆
に
、
嶺
時
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
お
い
て
呪
認
が
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
か
ら
住

　
民
へ
と
広
ま
っ
て
い
た
証
左
と
な
ろ
う
。

＠
　
ウ
ズ
ベ
ク
躍
・
突
入
の
ぎ
つ
か
け
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
民
衆
で
あ
っ
た
。
　
一
部
の
民

　
衆
は
食
糧
難
の
纂
態
に
耐
え
き
れ
ず
、
ま
た
レ
ザ
ー
醗
の
財
産
を
横
領
す
る
当
蒔

　
の
ハ
ー
キ
ム
に
対
す
る
嫌
悪
感
か
ら
塔
の
下
に
穴
を
開
け
た
［
§
ミ
a
ミ
同
。
。
り
d
。

　
こ
の
犠
実
か
ら
、
民
衆
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
支
配
が
根
付
い
て
い

　
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
得
る
。
こ
れ
は
民
衆
と
有
力
者
層
の
政
権
と
の
距
離

　
の
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑳
　
こ
の
ウ
ズ
ベ
ク
軍
の
虐
殺
行
為
は
後
世
語
り
継
が
れ
て
い
く
中
で
、
住
民
の
三

　
分
の
二
が
殺
害
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
る
鶯
§
“
貯
．
、
凸
］
。
こ
れ
は
明
ら

　
か
に
誇
張
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
侵
攻
の
激
し
さ
を
も
伝
え
て
い
よ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
一
六
世
紀
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
シ
ー
ア
派
化
は
、
第
一
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
い
う
新
た
な
シ
ー
ア
派
政
権
に
よ
る
他
都
市
に
は
類
例
を
見

な
い
程
の
軍
事
的
・
経
済
的
庇
護
政
策
、
第
二
に
、
こ
の
政
権
の
庇
護
下
に
国
内
外
か
ら
移
住
し
、
有
力
者
の
一
翼
を
担
っ
た
一
軍
イ
マ
ー
ム

派
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
存
在
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
朝
と
ウ
ラ
マ
ー
の
双
方
に
よ
っ
て
シ
ー
ア
派
信
仰
が
強
化
さ
れ

た
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
、
一
六
世
紀
末
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
シ
ー
ア
派
信
仰
の
基
調
を
為
す
呪
認
を
攻
撃
合
法
化
の
論
拠
と
し
た
ウ
ズ
ベ
ク
軍

に
よ
り
、
躊
躇
い
も
な
く
住
民
が
虐
殺
さ
れ
、
レ
ザ
ー
廟
も
略
奪
さ
れ
る
と
い
う
マ
シ
ュ
ハ
ド
史
上
未
曾
有
の
大
惨
事
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
扱
っ
た
マ
シ
ュ
ハ
ド
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
シ
ー
ア
派
化
を
論
ず
る
た
め
の
事
例
と
し
て
は
特
異
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
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し
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
事
例
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
広
く
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
下
の
イ
ラ
ン
で
は
、
王
朝
側
か
ら
優
遇
さ
れ
た
サ
イ
イ
ド

や
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
っ
て
シ
ー
ア
派
化
が
促
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
は
王
朝
の
庇
護
と
引
き
替
え
に
、

王
朝
の
思
想
を
普
及
し
、
教
化
し
、
擁
護
す
る
と
い
う
役
目
を
担
っ
て
お
り
、
一
七
世
紀
半
ば
の
シ
ャ
ー
・
サ
フ
ィ
ー
（
在
位
　
六
二
九
…
一
六

四
二
）
以
降
、
宮
廷
に
集
ま
る
彼
ら
に
よ
っ
て
政
治
が
動
か
さ
れ
る
程
、
そ
の
影
響
力
は
強
く
な
る
。

　
一
方
で
、
成
立
当
初
は
数
々
の
点
で
非
難
さ
れ
、
そ
の
信
奉
者
が
支
配
階
級
の
キ
ジ
ル
バ
ー
シ
ュ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
シ

ー
ア
派
信
仰
は
、
一
六
世
紀
の
間
に
、
呪
組
行
為
に
収
敏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
～
に
呪
い
あ
れ
」
と
い
う
単
純
な
行
為
で
あ

る
こ
の
呪
誰
行
為
が
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
場
合
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ス
ン
ナ
派
か
ら
の
激
し
い
攻
撃
対
象
と
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
方
を
変
え
る
と
、
呪
誼
は
、
そ
の
単
純
さ
の
故
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
門
下
の
住
民
の
シ
ー
ア
派
化
に
寄
与
し
た
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
今
後
、
他
都
市
の
シ
ー
ア
霊
化
と
そ
の
状
況
、
及
び
シ
ー
ア
派
内
に
際
し
て
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
の
果
た
し
た
役
割
を
よ
り
広
範
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、
イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
派
化
と
現
代
見
ら
れ
る
ウ
ラ
マ
ー
政
治
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
一
六
世
紀

の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
下
の
イ
ラ
ン
内
部
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
市
左
京
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The　Mausoleum　City　of　Mashhad－i　Muqaddas

　　　　　　　　　　　　　under　Safavid　Rule
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

by

MoRiKAwA　Tomoko

　　Shah　lsma‘il　1　estabiished　the　＄afavid　dynasty　in　1501　and，・　in　the

process，　imposed　shi‘ism　on　lran．　Although　this　act　was　of　epochal

importance，　subjects　such　as　the　＄afavid　state，　its　influence　on　lran　aRd

the　impact　of　Iran’s　conversion　to　shi‘is皿have　not　been　fully　studied

as　yet．　The　infiuence　of　the　＄afavid　state　and　shi‘ism　is　best　revealed

through　an　examination　of　the　“mausoleum　city”　of　Mashhad．

　　Shah　Tahmasp　patronized　Mashhad，　in　particular，　the　mausoleum　of

Imam　Rida．　He　appointed　a　favored　nephew，　Sultan　lbrahim　Mlrza，　to

the　governorship　of　Mashhad　and　made　shi‘ite　sayyids　the　mutawalli

of　the　mausoleum．　Tahmasp　clearly　intended　to　make　Mashhad　the

symbolic　center　of　his　state　and　the　most　important　shi‘i　city　in　lran．

As　a　result　of　his　patronage，　many　shi‘1te　‘ulama’　imrnigrated　to　Mash－

had　and　forged　powerful　communities　which　promoted　the　further　dis－

semination　of　shi‘ism　within　the　city．

　　In　1589，　Mashhad　was　devastated　by　a　sunnite　Uzbek　attaci〈．　The

rationa！e　for　the　Uzbek　destruction　of　the　city　was　that　the　shi‘ite　creecl

of　tke　＄afavids　was　heretical，　based　on　the　curse　of　the　Flrst　Three

Callphs．　Not　only　did　th　e　curse　which　was　hardly　approved　by　the

be！ievers　of　twelve　lmami，　an　orthodox　creed，　help　legitimate　the　Uzbek

actions，　but　the　close　ties　of　Mashhad’s　‘ulama’　to　the　＄afavids　led　to

their　downfall．　Because　the　‘ulama’　of　Mashhad　had　relied　upon　the

protection　of　the　＄afavids　in　their　struggle　with　the　Uzbeks，　they　were

slaughtered　along　with　the　Qizilbash　garrison　when　Mashhad　was　sacked．
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